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序

仙
台
市
域
の
東
北
端
に
位
置
す
る
岩
切
地
区
は
、
中
世
陸
奥
国
の
府
の
西
域
に
あ

っ
て
、
こ
こ
ま
で
北
上
し
て
き
た

奥
大
道
が
こ
こ
か
ら
北
へ
浜

へ
と
分
岐
す
る
要
衝
の
地
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
の
理
を
も

っ
て

七
北
田
川
沿
い
に
は
、
冠
屋
市
場
や
河
原
宿
五
日
市
場
等
も
常
設
さ
れ
、
中
世
陸
奥
国
最
大
の
交
易
の
場
と
も
な

っ
て

い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
高
森
山
に
は
留
守
氏
居
城
と
し
て
著
名
な
岩
切
城
跡
や
中
世
時
代
の
古
刹
東

光
寺
等
も
あ

っ
て
、
東
北
の
中
世
史
を
語
る

一
級
の
史
料
資
源
が
所
在
す
る
こ
と
で
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
七
年
、
岩
切
城
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
岩
切
城
跡
周
辺
の
中

世
資
料
集
収
の
た
め
の
分
布
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年

（昭
六
十
）
も
古
刹
東
光
寺
境
内
に
集
積
し
て

い
る
板
碑
群
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
報
告
書
は
そ
の
成
果
を
ま
と
め
公
表
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
２
ヶ
年
に
わ
た
る
調
査
は

「宮
城
い
し
ぶ
み
会
」
と
い
う
民
間
の
研
究
団
体
に
ご
依
頼
申
し
上
げ
快
諾

を
い
た
だ
き
大
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
多
く
の

「
い
し
ぶ
み
会
」
会
員
の
方
々
や
指
導
、
助
言
を
賜
わ
っ
た
先

生
方
に
対
し
深
心
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

文
献
史
料
に
乏
し
い
中
世
史
の
解
明
は
、
こ
う
し
た
地
域
史
料
悉
皆
調
査
を
も

っ
て
編
む
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
う
し
た
意
味
で
も
本
書
が
市
民

一
般
は
も
と
よ
り
多
く
の
学
識
者
の
方
々
の
学
習
の
逸
品
と
な
れ
ば

幸
い
に
存
じ
ま
す
。

仙
ムロ市
教
育
委
員
人ム教
育
長
　
藤
　
井
　
　
　
黎



ロ

例

一
、
本
報
告
書
は
仙
台
市
教
育
委
員
会
が
、
宮
城
い
し
ぶ
み
会
に
、
昭
和
五
十
九
年
、
六
十
年
と
二
ヶ
年
に
わ
た

っ
て

依
頼
し
た
東
光
寺
板
碑
群
の
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
（
回
の
報
告
書
は
あ
く
ま
で
も
分
布
調
査
の
報
告
で
あ
る
た
め
、

そ
の
研
究
に
つ
い
て
は
今
後
の
宮
城
い
し
ぶ
み
会
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

二
、
本
報
告
書
は
、
昭
和
五
十
七
年
に
仙
台
市
岩
切
に
所
在
す
る
岩
切
城
跡

（中
世
の
山
城
遺
構
）
が
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
五
十
九
年
度
、
岩
切
城
に
関
す
る
様
々
の
調
査

（
『仙
台
市
文
化
財
分
布
調
査
報
告

Ⅳ
』
を
参
照
）
を
実
施
し
た
が
、
そ
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
本
報
告
書
の
調
査
は
、
主
と
し
て
東
光
寺
境
内
の
板
碑
に
つ
い
て
行

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
周
辺

（若
宮
、

洞
ノ
ロ
、
三
所
囲
）
の
悉
皆
調
査
も
併
せ
て
実
施
し
、
資
料
化
し
た
。
こ
れ
以
外
の
区
域
に
つ
い
て
は
、
調
査
外
と

し
た
が
、
調
査
地
の
性
格
を
把
握
す
る
上
で
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
参
考
資
料
と
し
て
載
せ
、
考
察
の

一
助
と

し

た

。

四
、
本
書
の
編
集
、
図
面
作
成
、
写
真
整
理
、
拓
本
採
集
等
は
、
「宮
城
い
し
ぶ
み
会
」
が
担
当
し
た
。

五
、
本
書
の
執
筆
は
、
会
で
討
議
を
重
ね
な
が
ら
、
佐
藤
正
人
が
担
当
し
た
。

六
、
本
書
に
使
用
し
た
写
真
、
図
面
、
拓
本
等
は
、
「宮
城
い
し
ぶ
み
会
」
が
保
管
し
て
い
る
。

七
、
地
形
図
は
、
国
土
地
理
院
発
行
の
二
万
五
千
分
の

一

「仙
台
東
北
部
」
を
使
用
し
た
が
、
第
二
図
、
第
六
図
に
つ

い
て
は
仙
台
市
都
市
計
画
図
を
使
用
し
た
。

八
、
図
表
の
数
値
は
全
て
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
表
示
し
た
。

九
、
第

一
図

「奥
州
名
所
図
絵
」
は
宮
城
県
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。

十
、
第
四
図
は

「仙
台
郷
土
研
究
巻
二
‐
八
」
の
中
の

『岩
切
村
東
光
寺
境
内
発
掘
の
板
碑
と
其
出
土
状
態
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
板
稗
出
土
地
実
測
図
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

十

一
、
第
七
図
は
、
「金
沢
文
庫
名
品
目
録
」
の
中
の

『称
名
寺
絵
図
並
結
界
記
』
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
二
、
本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
東
北
学
院
大
学
、
佐
々
木
慶
市
先
生
、
大
石
直
正
先
生
、
東
北
大
学
、
入
間
田

宣
夫
先
生
に
ご
指
導
と
ご
助
言
を
賜

っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

十
三
、
こ
の
調
査
に
あ
た
り
参
加
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

芥
川
正
、
阿
部
正
介
、
石
黒
伸

一
郎
、
伊
藤
と
き
、
岩
渕
康
治
、
越
後
愛
子
、
大
里
道
夫
、
大
村
守
、
加
藤
よ
し
子

鹿
野
寿
悦
、
熊
谷
幹
男
、
近
藤
豊
、
佐
々
本
広
、
佐
藤
英
馬
、
佐
藤
正
人
、
鈴
木
真

一
郎
、
高
橋
重
雄
、
田
中
則
和

中
沢
徹
、
西
村
正
子
、
早
坂
三
雄
、
水
戸
嘉

一
、
村
上
昭
夫
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一
、
地
理
的
環
境

に

つ
い
て

東
光
寺
板
碑
群
が
所
在
す
る
岩
切
地
区
は
、
仙
台
市

街
地
よ
り
北
東

へ
七
ｋｍ
に
位
置
し
、
北
に
利
府
町
神
谷

沢
、
東
に
多
賀
城
市
新
田

・
西
に
泉
市
鶴
ヶ
丘
と
隣
接

す
る
地
域
で
あ
る
。

地
形
を
み
て
み
る
と
、
岩
切
地
区
の
北
に
は
松
島
丘

陵
か
ら
延
び
た

一
Ｏ
Ｏ

ｍ
以
下
の
低
い
丘
陵
が
、
南
方

へ
わ
ず
か
に
張
り
出
し
て
お
り
東
光
寺
は
、
こ
の
張
り

出
し
た
丘
陵
の
先
端
に
位
置
す
る
。
同
地
区
に
お
け
る

他
三
方
は
、
七
北
田
川
が
形
成
し
た
沖
積
平
野

（河
岸

平
野
）
が
展
開
し
、
こ
こ
は
中
世
以
来
開
発
が
繰
り
返

し
行
わ
れ
肥
沃
な
水
田
地
帯
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
七

北
田
川
は
小
さ
く
蛇
行
し
な
が
ら
西
か
ら
東
へ
流
れ
、

東
光
寺
附
近
で
丘
陵
に
最
も
近
づ
い
た
後
、
次
第
に
南

流
し
、
太
平
洋

―‐こ
強

い
で
い
る
。

岩
切
地
区
の
地
質
は
、
七
北
田
層
、
青
麻
層
と
呼
ば

れ
る
第
二
紀
中
新
世
代
の
堆
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

砂
岩

・
レ
キ
岩

・
凝
灰
岩
か
ら
な

っ
て
い
る
。
東
光
寺

近
辺
も
例
外
で
な
く
、
青
麻
層
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
、

主
に
凝
灰
質
砂
岩
か
ら
な

っ
て
お
り
、
石
窟
や
横
穴
古

墳
を
つ
く
り
易
い
地
質
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

石
材
と
し
て
利
用
す
る
に
は
脆
く
、
板
碑
等
に
は
あ
ま

り
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

岩
切
地
区
は
、
昭
和

一
六
年
に
仙
台
市
に
合
併
さ
れ

た
が
、
そ
れ
以
前
は
宮
城
郡
岩
切
村
と
称
し
、
今
市

・

鴻
ノ
巣

・
余
目

・
洞
ノ
ロ

・
若
宮

・
台
屋
敷
の
集
落
か

ら
な

っ
て
い
た
。
特
に
、
今
市
の
集
落
は
、
街
道
に
沿

っ
た
街
並
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
は
足
軽
町

と
し
て
栄
え
、今
日
も
そ
の
様
相
を
と
ど
め
て
い
る
。
フ」

の
今
市
の
街
並
を
北
に
進
み
、

冷
一市
橋
を
渡
る
と
東
光

寺
惣
門
に
至
る
。
江
戸
時
代
の
今
市
を
絵
図
で
み
る
と
、

街
並
は
、
七
北
田
川
に
接
す
る
北
端
で
、
鈎
型
に
曲
が

り
、
青
麻
神
社
や
岩
切
城
（高
森
城
）跡
に
至
る
小
路
と

を
結
ぶ
位
置
に

「
と
ど
ろ
き
橋
」
が
か
か
っ
て
い
た
。

こ
の
地
点
は
、
中
世

・
近
世
を
通
じ
、
西
へ
七
北
田
、

北
へ
利
府

・
松
島
、
東
へ
多
賀
国
府
跡

・
塩
釜
に
至
る

街
道
の
分
岐
と
し
て
交
通
の
要
路
で
あ

っ
た
。

注
１

「国
土
調
査

一
九
六
七
年
十
地
形

・
表
層
地
質

・
土
壊
」

経
済
企
画
庁

注
２

『
奥
州
名
所
図
絵
』
宮
城
郡
之
四

二
、
歴
史
的
環
境
に
つ
い
て

岩
切
と
そ
の
周
辺
地
区
の
中
世
に
お
け
る
追
跡
並
び

に
古
文
書
に
現
わ
れ
た
建
造
物

（寺
社
）
等
を
ひ
ろ
っ

て
み
る
と
第
２
図
の
通
り
で
あ
る
。

東
光
寺
の
北
側
に
は
東
光
寺
城

（南
北
朝
時
代
▼
岩

切
城

（鎌
倉
時
代
▼
化
粧
坂
城

（室
町
時
代
▼
利
府
城

（室
町
時
代
）
等
の
山
城
が
散
在
す
る
。
ま
た
、
東
光

寺
よ
り
東
北
東
四
ｈ
の
地
点
に
は
留
守
家
景
の
館
跡
と

と
も
に
、留
守
家
景
の
菩
提
寺
で
あ
る
加
灘
（瀬
）寺
（現

在
の
天
祥
寺
）が
あ
り
、中
世
陸
奥
国
府
跡
地
と
推
定
さ

れ
る
多
賀
城
跡
は
真
東
四
臨
に
位
置
す
る
。
さ
ら
に
南

に
眼
を
移
せ
ば
、余
目
留
守
氏
の
居
城
新
田
城
（鎌
倉
時

代
）が
南
東
二
・五
臨
に
あ
る
。
ラ」う
し
て
居
並
ぶ
中
世

城
館
跡
群
の
一
画
に
東
光
寺
は
位
置
し
、
そ
の
南
前
方

に
流
れ
る
七
北
田
川
（冠
川
）
の
河
岸
に
は
、鎌
倉
時
代
、

冠
屋
市
場
、
河
原
宿
五
日
市
場
等
の
町
並
が
形
成
さ
れ
、

遠
隔
商
人
の
活
動
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
、東
光
寺
北
東

一

ｋｍ
の
地
点
の
山
麓
に
は
紙
屋
別
所
が
形
成
さ
れ
る
等
、

生
産
活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、東
光
寺
を
は
じ
め
加
灘
寺
、南
宮
、東
宮

（文

永
二
年
家
広
譲
状
）や
神
宮
寺
、熊
野
堂
、五
大
院
、金
峯

山
堂

（永
仁
二
年
法
眼
良
琲
譲
状
）
等
数
多
く
の
寺
社

が
立
ち
並
び
、
神
官

。
僧
侶
が
多
く
居
住
す
る
と
と
も

第 1図 奥州名所図絵 宮城郡之四 (宮城県図書館所蔵)



第 2図 遺跡分布図
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第
２
図
　
遺
跡

東
光
寺
追
跡

（板
穂
群

・

石
窟
群

・
館
跡
）

岩
切
城
跡

地
蔵
堂
板
碑
群

若
宮
前
遺
跡

（陶
器
出
土
）

羽
黒
堂
跡

（寺
院
）

化
粧
坂
城

菅
谷
石
窟
仏

松
森
城
跡

道
安
寺
経
石
（弘
安
六
年
銘
）

沢
乙
遺
跡

（陶
器
出
土
）

利
府
城
跡

加
灘
（瀬
）寺
跡

家
景
館
跡

多
賀
城
跡

館
前
遺
跡

（官
街

・
館
跡
）

山
王
山
地
田
館
跡

内
館
跡

南
宮
明
神
社
跡

安
楽
寺
追
跡
（寺
院

館
跡
）

安
楽
寺
板
碑
群

洞
ノ
ロ
遺
跡

（陶
器
出
土
）

鴻
巣
遺
跡

（陶
器
出
土
）

今
市
追
跡

（陶
器
出
土
）

稲
荷
館
跡

笹
森
館
跡

に
、
国
府
の
官
人
達
の
往
来
に
よ

っ
て
高

い
文
化
を
も

た
ら
し
、
地
方
に
あ

っ
て
は
中
心
的
な
都
市
を
形
成
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
環
境
の
中
に
岩
切
地
区
は
あ
り
、
鎌
倉
時

代
に
お
い
て
は
余
目
留
守
氏
の
所
領
で
あ

っ
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。

三
、
東
光
寺
に
つ
い
て

東
光
寺
は
、
国
鉄
東
北
本
線
岩
切
駅
よ
り
西
方

一
・

五
ｋｍ
程
の
と
こ
ろ
七
北
田
川
（冠
川
）沿
い
に
発
達
し
た

丘
陵
の
裾
部
に
位
置
す
る
。

切
鎌
叫
嚇
庫

「 っ
騨
女
雌
す

光
『剖

珈
柳
雌
卸
一
櫛
脚
器
購

郡
須
賀
川
。
長
録
寺
末
寺
。
偉
云
。
古
昔
天
台
宗
。
而

不
詳
何
時
何
人
開
山
也
」
と
あ
る
だ
け
で
、寺
の
由
来
、

拗

つ 火 起
弾
的
押
韓
坤
鍛
幹
い
強
幹
中
”
弾
坤
孝

‐ま 今
一学

僻
蝶

大
師
の
開
基
と
な

っ
た
天
台
宗
の
古
刹
で
あ

っ
た
と
い

わ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
、
荒
廃
し
て
い
た
寺
を
留
守
氏
が

蝉
卿
触
脱
瀦
コ
額
膀
能
股
い
詢
芦
】
線
崩
鵠
孵
理
猶
唸

た
た
め
、
性
喜
に
よ
り
中
興
さ
れ
た
寺
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
東
光
寺
は
、
『
封
内
風
土
記
』

の
と
お
り
、
天
文
九
年

（
一
五
四
〇
）
に
長
禄
寺
僧
普

岳
文
統
和
尚
に
よ
っ
て
曹
洞
宗
と
し
て
中
興
し
た
寺
で

あ
る
。
し
た
が

っ
て
現
在
の
伽
藍
は
、
江
戸
時
代
に
整



え
ら
れ
た
檀
越
寺
院
伽
藍
配
置
を
形
成
し
て
お
り
、
寺

伝
に
よ
る
中
興
以
前
の
天
台
宗
と
し
て
の
伽
藍
は
今
に

全
く
と
ど
め
て
は
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
天
文
九
年
以
前
の
東
光
寺
に
つ
い
て
は

そ
の
名
が
わ
ず
か
だ
が
中
世
文
書
の
中
に
現
わ
れ
て
い

る
。　
一
つ
は
、

「踵
竃
神
社
文
書
」
観
応
元
年

（
一
三

五
〇
）
か
二
年
盆

〓
一五

一
）
に
出
さ
れ
た
右
宮
爾
宜
新

大
夫
恒
高
陳
状
書
で
あ
る
。
東
光
寺
名
が
現
わ
れ
た
著

名
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
記
載
部
分
を
抽
出
し
て
み
る
。

「又
先
年
岩
切
堂
塔
之
頼
時
大
風
、
宮
林
之
木
多
倒
、

□
□
於
か
ど
殿
御
時
被
乞
申
、
神
慮
難

ｏ計
″

ｏ属

ｏ新
大

夫
可
被
仰
之
由
、
有
御

一
定
、
之
間
、
東
光
寺
僧
、

恒
高
親
父
　
御
所
望
之
間
、
即
寄
進
申
畢
。
其
時
安

大
夫
切
不
綺
申
之
条
顕
然
也
。
是
皆
今
立
申
堺
内
也
」

こ
の
記
事
は
、
塩
釜
神
社
欄
宜
新
大
夫
が
同
爾
宜
安
大

夫
と
の
境
界
争
い
に
際
し
、
管
領
府
に
提
出
し
た
弁
明

書
の

一
節
で

「岩
切
の
堂
塔
が
く
ず
れ
た
時
の
大
風
で

宮
林
の
本
が
多
く
倒
れ
、
そ
の
倒
木
の
処
理
を
留
守
家

に
伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
『神
慮
計
り
難
い
』
と
言

っ

て
新
大
夫
に
ま
か
せ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
そ
こ
で
、

東
光
寺
の
僧
が
倒
木
を
所
望
し
た
の
で
寄
進
し
た
云
々
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
出
て
く
る

〃東
光
寺
僧
〃

に
つ
い
て
は
、
岩
切
城
の
合
戦
に
よ
り
留
守
氏
が
没
落

す
る
直
前
に
東
光
寺
が
存
在
す
る
こ
と
を
認
め
た
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
〃岩
切
堂
塔
〃
に
つ
い
て
は
、
塩
釜

神
社
と
関
係
が
深
い
志
波
彦
神
社
の
施
設
を
指
し
て
い

る
と
の
灘
ず
あ
り
、
東
光
寺
と
直
接
結
び

つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

も
う

一
つ
の
文
献
は
、
天
正

一
八
年

（
一
五
九
〇
）

の

『岩
切
城
知
行
調
』
で
、
東
光
寺
が
知
行
地
と
し
て

畠
地
五
百
分
と
田
地
千
五
百
刈
を
受
け
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
地
行
の
内
容
か
ら
、
さ
し
て
多
く
の

知
行
地
を
受
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
東
光
寺
が

留
守
氏
嫡
流
家
と
関
係
の
あ

っ
た
有
力
寺
院
で
あ

っ
た

こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
東
光
寺
は
普
岳
文
統

和
尚
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ
た
曹
洞
宗
寺
院
で
あ
る
。

注
１
天
文
九
年
に
中
興
し
た
際
山
号
も
本
松
山
と
改
め
て
い

Ｚ
υ
。

注
２

『朱
桃
金
華
山
紀
行
』
に

「昔
寺
中
に
千
体
仏
堂
有
。

寛
永
中
災
に
罹
る
灰
儘
の
餘
、
埋
て
土
中
に
有
。」

注
３

「宮
城
県
寺
院
大
総
覧
」
―
東
光
寺
に
記
載

注
４
慈
覚
大
師
開
基
説
の
あ
る
天
台
寺
院
は
多
い
が
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

注
５
比
丘
尼
性
喜
は
、
「留
守
分
流
系
図
」
に
よ
る
と
三
代
家

広
の
娘
で

「留
守
系
図
」
に
東
光
寺
殿
と
の
注
訳
が
つ

け
ら
れ
て
い
る
。

注
６

「仏
教
考
古
学
講
座
」
第
二
巻
　
石
田
茂
作

注
７

「水
沢
市
史
」
第
二
巻
で
佐
々
木
慶
市
氏
は
留
守
家
助

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

注
８

「大
日
本
地
名
辞
典
」
第

一
巻
吉
田
東
吾

四
、
研

究

史

東
光
寺
板
碑
群
に
関
す
る
文
献
は
、
第
１
表
の
と
お

り
で
あ
る
。
東
光
寺
の
板
碑
を
記
し
た
最
も
古
い
記
事

は
安
永
三
年

（
一
七
七
四
年
）
に
編
纂
さ
れ
た

「宮
城

郡
岩
切
村
風
上
記
御
用
書
出
」
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
の
板
稗
記
載
例
は
、
古
物
紹
介
的
な
も
の
が

多
く
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
取
り
上
げ
方
を
し
た
も
の

は
皆
無
で
あ
る
。
寛
政

一
二
年

（
一
人
〇
〇
年
）
に
全

国
的
視
野
に
立

っ
て
編
纂
さ
れ
た
、
松
平
定
信
の

「集

古
十
種
」
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
か

か
れ
た
東
光
寺
の
板
碑
に
関
す
る
文
献
を
見
る
か
ざ
り

「集
古
十
種
」
の
影
響
は
大
き
い
。
そ
の
こ
と
は
、
文

化

。
文
政
頃
え
が
か
れ
た

「奥
州
名
所
図
絵
」

（第
１

図
）
の
中
で
、
古
碑
と
記
さ
れ
た
箇
所
が
松
浦
碑
を
指

し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治

・

大
正
時
代
に
お
け
る
東
光
寺
板
碑
に
関
す
る
文
献
を
探

し
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
昭
和
三
年
に
編
纂

さ
れ
た

「宮
城
郡
誌
」
の
記
事
も

「集
古
十
種
」
の
記

載
を
基
に
し
た
記
述
が
あ
る
。

昭
和
六
年
、
清
水
東
四
郎
氏
に
よ
る

「宮
城
県
内
の

古
碑
」
の
編
纂
は
、後
に
松
本
源
吉
氏
に
よ
る
厳
し
い
指

摘
が
あ
る
と
お
り
、
い
さ
さ
か
雑
な
感
を
受
け
る
が
、

そ
れ
ま
で
の
個
別
な
名
称
を
も

っ
た
板
碑
の
取
り
上
げ

方
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
な
か
っ
た
板
碑

を
採
集
し
、
本
県
全
域
か
ら
板
碑
を
確
認
し
た
意
義
は

大
き
い
。
そ
の
中
で
、
東
光
寺
の
板
碑
に
つ
い
て
は
五

基
取
り
上
げ
て
い
る
。
昭
和
七
年
に
は
、
伊
東
信
雄
氏

に
よ
り

「岩
切
神
東
光
寺
境
内
発
掘
の
板
碑
と
其
出
土



番号 西暦 年 月 日 編著者名 論 文 名 収 録 書

1 1774 安永 3.7 宮城郡岩切村風土記御用書出 宮城県史第 4巻

1774 安永 3,9 宮城郡陸方岩切村東光寺書出

1774 安永 3.9 宮城郡陸方岩切村覚性院書出

1800 寛政12 松 平 定信 集古十種碑銘 東北大図書館所蔵

5 文化 7 吉 田 友好 仙台金石志 仙台叢書別巻 1・ 2

6 1822 文政 5 舟 山 万年 塩松勝譜

7 1839 天保10 不  明 書信贅筆 日本随筆大成第 1期第 6巻

8 H召不日3.8 宮城郡教育会 宮城郡誌

1980 日召禾日5,2 斉藤  忠 陸前宮城郡に捺ける岩窟佛に就いて 考古学雑誌20-2
10 昭和 6.3 清水東四郎 宮城県内の古碑 宮城県史蹟名1券天然記念物調査報告6

1932 日召不日7.8 伊 東 信雄 岩切村東光寺境内発掘の板碑と其出土状態 仙台郷土研究 2-8
1932 昭和 7.1ユ 斉藤  忠 仙台地方金石文表 //     2--11

H召不日10。 9 菊池 武一 仙台市附近古碑年表 //   5-9

14 1941 日召不日16.5 松本 源吉 陸前宮城郡の古碑 考古学評論第3輯仏教考古学論叢

昭和27.12 菊池 武一 仙台の金石文 仙台市史第 5巻

日召不日31.2 宮城県史編繁委員会 宮城県の金石誌 宮城県史17

17 日召不日42.8 宮城県文化財保護協会 宮城の文化財 I

18 日召不日49.7 紫科ヒ 正隆 仙台領内古城 。館 4巻

H召不日51 佐 山 京子 磨崖佛に伴 う民間信仰 東北民俗資料集 5

20 昭和51,11 佐々本慶市 中世の留守氏 水沢市史第 2巻

昭和54.3 野崎  準 中世宮城郡内の若干の考古資料 東北学院大学東北文化研究所紀要10

1981 日召不日56.2 藤沼邦彦他 日本城郭大系 3

1982 昭和57.3 宮城いしぶみ会 松島の板碑 と歴史

24 1983 昭和58.11 佐藤 正人 宮城県 板碑の総合研究2 地域編

第 1表 東光寺板碑群等文献一覧

状
態
」
と
題
す
る
発
掘
調
査
報
告
が
出
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
板
碑
と
墳
墓
、
供
養
所
と
の
関
係
を
示
唆
す

る
と
と
も
に
、
造
立
者
を
考
察
し
た
点
は
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
に
は
な
い
新
し
い
祝
点
に
基
く
も
の
で
あ
り
、

そ
の
後
の
歴
史
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
れ

を
契
機
に
、
板
碑
の
集
録
活
動
は
精
力
的
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。
特
に
菊
池
武

一
氏
の
活
動
は
著
し
く
、

昭
和
十
年
に

「仙
台
市
附
近
古
碑
年
表
」
昭
和
三
七
年

に

「仙
台
の
金
石
文
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和

一
六
年
、
松
本
源
吉
氏
の
「陸
前
宮
城
郡
の
古
碑
」

は
、
他
に
類
を
み
な
い
精
度
の
高

い
研
究
成
果
で
あ
り
、

昭
和
三

一
年
に
編
纂
さ
れ
た

「宮
城
県
史
―
宮
城
県
の

金
石
志
」
の
基
礎
に
な
る
な
ど
、
今
日
に
お
い
て
最
も

信
頼
さ
れ
る
資
料
集
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
後
の
文
献
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
歴
史
的

吟
味
を
加
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
新
た
な
悉
皆
調

査
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。
ま
た
、
東
光
寺
板
碑
群
を

″群
〃
と
し
て
整
理
し
た
文
献
は
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ

て
い
な
い
。

注
１

「岩
切
村
東
光
寺
境
内
発
掘
の
板
碑
と
其
出
土
状
態
」

調
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
地
点
は
、
境
内
西
側
の
崖
上
に

立
つ
嘉
暦
二
年
の
大
型
板
碑
二
基
と
そ
の
周
囲
で
あ
る
。

こ
の
地
点
は
、
他
に
例
を
見
な
い
様
々
な
人
工
的
施
設

を
配
し
て
お
り
、
そ
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

た
内
容
を
衝
条
書
に
す
る
。

い
東
側
は
崖
に
臨
み
、
北
と
西
と
は
高
さ
三
・
七
三
ｍ
の

土
塁
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
央
に
関
口
三
・
八
二

ｍ
、
奥
行
二
・四
二
ｍ
の
方
形
の
壇
を
形
成
し
て
い
る
。



土
塁

・
土
壇
共
に
傾
斜
地
を
切
崩
し
た
際
特
別
に
切
り

残
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
土
壇
中
央
に
嘉
暦
二
年
の
板
碑
が
二
基
並
列
し
南
面
し

て
立

っ
て
い
る
。
土
壇
地
下
に
は
墳
墓
的
施
設
は
み
ら

れ
な
い
。

０
土
壇
西
側
に
は
溝
が
つ
く
ら
れ
、
北
側
に
は

一
列
に
並

べ
ら
れ
た
長
方
形
の
切
石
に
よ
っ
て
そ
の
背
後
が
区
切

」ら
れ
て
い
る
。

い
土
城
が
上
壇
の
西
と
北
側
に
三
ヶ
所
み
ら
れ
、
二
ヶ
所

か
ら
人
骨
が
出
土
し
た
。
そ
の
内
、
幼
児
骨
を
出
土
し

た
土
壊
の
上
か
ら
延
文
五
年
の
板
碑
が
出
土
し
た
。

０
土
壇
北
側
か
ら
土
塁
に
沿

っ
て
、
種
子
だ
け
の
板
碑
が

四
六
枚
出
土
し
た
。
六
Ｏ

ｃｍ
前
後
の
も
の
が
最
も
多
く
、

二
基
を
除
い
て
全
て
ス
レ
ー
ト
を
打
欠
い
て
製
作
し
た

も
の
で
あ
る
。

調
査
の
ま
と
め
と
し
て
、

「鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
初
期

へ
か
け
で
の
墓
地
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
供
養

所
で
あ

っ
た
ろ
う
。
そ
の
被
葬
者
被
供
養
者
の
何
人
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
決
定
す
べ
き
何
等
の
材
料
を

も
持
た
な
い
の
で
あ
る
が
、
規
模
の
大
き
い
事
よ
り
見
て
、

当
時
の
岩
切
に
あ

っ
て
相
当
の
地
位
に
い
た
人
お
よ
び
そ

の
関
係
者
で
あ

っ
た
事
は
言
い
得
る
と
思
う
」
と
結
ん
で

い
る
。

五
、
調
査
成

果
そ

の
Ｉ

ｌ
　
東
光
寺
板
碑
群
の
分
布

東
光
寺
板
碑
群
の
分
布
を
述
べ
る
に
当
り
、
現
在
の

東
光
寺
境
内
の
状
況
の
概
略
を
述
べ
、
さ
ら
に
散
在
す

る
板
碑
の
状
況
か
ら
七
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
そ
の

造
立
状
態
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

東
光
寺
は
、
七
北
田
川
北
側
に
位
置
す
る
惣
門

（表

門
）
か
ら
北
へ
八
〇

ｍ
程
ゆ
る
や
か
に
登

っ
た
地
点
に

山
門
を
配
し
て
い
る
。
こ
の
山
門
へ
至
る
山
道
の
西
側

は
北
か
ら
南
へ
舌
状
に
細
長
く
延
び
た
丘
陵
の
東
面
に

当
た
り
、南
面
と
同
様
切
り
立

っ
た
崖
に
な
っ
て
い
る
。

崖
面
に
は

「や
ぐ
ら
」
状
の
石
窟
が
、
惣
門
か
ら
西
の

丘
陵
に
登
る
通
路
側
に
四
基
、
惣
門
か
ら
山
門
に
至
る

西
側
崖
面
に
三
基
並
ん
で
い
る
。
ウし
の
崖
面
の
上
部
は
、

東
西

一
二

ｍ
の
平
坦
な
平
場
で
、
現
在
幼
稚
園
の
広
場

に
な

っ
て
お
り
、
山
門
の
立
つ
地
点
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ

で
あ
る
。

山
門
か
ら
北
へ
四
〇

ｍ
の
地
点
に
本
堂
が
あ
り
、
三

方
を
丘
陵
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
、
切
り
立

っ
た
崖
に
よ
っ

て
区
画
さ
れ
た
、
東
西
八
五

ｍ
・
南
北
八
五

ｍ
の
広
い

平
場
を
形
成
す
る
。
ち
ょ
う
ど
、
南
に
開
い
た
丘
陵
の

懐
の
中
腹
に
本
堂
を
構
え
た
恰
好
に
な

っ
て
い
る
。
本

堂
は
こ
の
平
場
の
中
央
部
分
よ
り
少
し
北
東
方
向
に
よ

っ
た
地
点
に
位
置
す
る
。
本
堂
東
側
に
は
、
庫
裏
、
座

敷
、
中
庭
を
配
し
、
典
型
的
な
檀
越
寺
院
伽
藍
配
置
の

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
前
方
に
は
、
同
寺

が
経
営
す
る
東
光
寺
幼
稚
園
舎
が
位
置
し
、
そ
れ
ら
の

建
物
を
囲
む
よ
う
に
、
南
面
を
除
き
墓
地
群
と
な

っ
て

い
る
。
平
場
を
囲
む
丘
陵
の
う
ち
、
西
側
の
丘
陵
は
、

南
北
に
延
び
る
細
長
い
尾
根
で
、

「穴
薬
師
」
と
呼
ば

れ
る
石
窟
仏
へ
通
じ
る
登
り
勾
配
の
つ
い
た
小
道
で
あ

っ
た
。
こ
の
小
道
は
本
堂
の
あ
る
平
場
か
ら
も
惣
門
か

ら
丘
陵
西
側
を
迂
回
し
た
小
道
に
も
通
じ
る
古
く
か
ら

の
道
で
あ

っ
た
が
、
本
堂
北
側
の
丘
陵

（東
光
寺
城
跡
）

を
開
発
し
墓
地
造
成
し
た
際
、
そ
こ
に
至
る
道
と
し
て

道
幅
を
広
げ
て
い
る
。
北
側
の
丘
陵
は
開
発
に
よ

っ
て

大
き
く
変
貌
し
た
が
、　
一
部
開
発
か
ら
の
が
れ
残
存
し

て
い
る
部
分
も
あ
る
。
東
側
の
丘
陵
は
、
東
西

一
五

ｍ

の
平
坦
な
面
を
も
つ
南
北
に
延
び
た
丘
陵
で
、
全
て
墓

地
と
な

っ
て
い
る
。
（古
く
は
江
戸
時
代
の
墓
標
も
み
ら

れ
る
）。
同
墓
地
群
に
至
る
道
は
丘
陵
南
端
に
あ
り
北
側

に
東
西
に
延
び
た
丘
陵
と
は

「
堀
り
切
り
」
に
よ
っ

て
切
断
さ
れ
て
い
る
。
東
光
寺
境
内
の
地
形
を
、
南

北
に
切

っ
た
状
態
で
想
定
し
、
位
置
を
確
認
し
て
み

る
と
、
東
光
寺
境
内
は
、
三
段
の
平
場
か
ら
な
り
、
惣

門
は
最
下
位
、
山
門

。
本
堂
等
は

一
段
目
の
平
場
、
「穴

薬
師
」
や
本
堂
を
囲
む
丘
陵
は
二
段
日
、
そ
し
て
、
そ

の
上
部
に
東
光
寺
城
本
九
跡
が
位
置
す
る
三
段
目
の
平

場
を
形
成
す
る
。

い
東
光
寺
山
門
付
近
の
板
碑

（
Ｎｏ．―
～
Ｎｏ．８
）

こ
の
地
点
に
位
置
す
る
板
碑
は
、
全
て
造
立
当
初
の

位
置
で
は
な
い
。
配
１

，
２
の
板
稗
は
惣
門
脇
の
石
窟

前
に
立

っ
て
い
た
も
の
で
、
配
３
～
５
の
板
碑
は
山
門

を
入

っ
た
西
側
に

一
列
に
配
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

配
１
～
５
の
板
碑
の
前
位
置
が
、
造
立
当
初
の
位
置
で
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あ
る
可
能
性
は
、
配
置
状
況
か
ら
考
え
極
め
て
低
い
。

配
６

・
７
の
板
碑
は
、
岩
切
洞
ノ
ロ
法
華
堂
よ
り
近
年

に
な

っ
て
運
び
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
配
８
の
板
碑

は
、
古
墓
石
の
集
積
し
た
中
か
ら
確
認
し
た
も
の
で
、

元
来
の
造
立
位
置
が
ど
こ
で
あ

つ
た
か
わ
か
ら
な
い
。

②
　
境
内
西
側
丘
陵
南
端
附
近
の
板
碑

（
Ｎｏ，９
～
Ｎｏ．２５
）

境
内
西
側
丘
陵
尾
根
づ
た
い
に
穴
薬
師
に
至
る
小
道

が
あ
り
、
そ
の
登
日
西
側
に
、
配
９
の
板
碑
が
横
倒
し

に
な

っ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
造
立
当
初
の
位
置
は

わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
登
口
東
側
に
は
、
北
側
と
西
側

を
土
星
で
囲
み
、
東
側
と
南
側
が
崖
に
面
し
た
板
碑
造

立
の
た
め
特
別
に
区
画
し
た
と
考
え
ら
れ
る

一
画
が
あ

る
（第
４
図
）。土
壇
中
央
に
大
型
板
碑
二
基

（
配
１０

・

１１
）
を
立
て
、
そ
の
背
後
を
切
り
石
で
仕
切

っ
た
上
で
、

小
型
板
碑

（
配
１２
～
２５
）
十
三
基
を
土
塁
に
立
て
か
け

て
い
る
。
こ
の

一
画
に
所
在
す
る
板
稗
群
に
つ
い
て
は
、

昭
和
六
年
に
伊
東
信
雄
氏
の
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
当
時
の
報
告
と
現
状
を
比
較
し
て
み
る
と
、

正
和
三
年
十
月
十
五
日
銘
の
小
型
板
碑
を
は
じ
め
有
紀

年
板
碑
二
基

・
無
紀
年
板
碑
が
三
三
基
あ

っ
て
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
が
発
掘
調
査
を
伴
う
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
が
、
確
認
し
き
れ
な
い
要
因
に
な

っ

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
延
文
五
年
の
板
碑
の
よ

う
に
、
住
職
が
本
堂
で
保
管
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

し
か
し
散
逸
し
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。

０
　
穴
薬
師
周
辺
の
板
碑

（
Ｎｏ．２６
～
Ｎｏ．３９

，
Ｎｏ．７０
）

穴
薬
師
は
、
本
堂
西
側
丘
陵
の
南
中
腹
に
あ
る
。
六

基
の
石
窟
の
う
ち
、
そ
の
中
央
の
石
窟
壁
面
に
刻
ま
れ



た
薬
師
如
来
像
を
指
す
。
同
像
は
鎌
倉
時
代
の
作
と
言

わ
れ
て
い
る
が
決
定
す
る
根
拠
は
な
い
。
む
し
ろ
、顔
と

体
が
細
く
、鎌
倉
時
代
特
有
の
体
の
均
整
が
な
い
。
ま
た
、

衣
文
の
省
略
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
南
北
朝
時
代
か

ら
室
町
時
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

板
碑
は
、
東
か
ら
二
番
目
の
石
窟
内
に
九
基

（
血
３．
～

配
３９
）集
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
配
３２
・３３
の
板
碑
は

古
く
か
ら
石
窟
奥
壁
に
立
て
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る

が
、下
部
遺
構
の
確
認
を
し
て
い
な
い
の
で
、
同
板
碑
と

石
窟
と
の
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。
配
３９
の
板
碑
は
、穴
薬

師
よ
り
本
堂
に
降
り
る
細
い
坂
道
の
北
斜
面
に
あ

っ
た

も
の
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
。
配
３．

．
３６

・
３７

・
３８
の

板
碑
は
、昭
和
五
八
年
の
大
風
の
際
、倒
れ
た
杉
大
木
の

根
元
よ
り
、
多
く
の
粘
板
岩
剣
片
と
共
に
出
土
し
た
も

の
で
、
そ
の
位
置
は
、
配
２８
の
板
碑
よ
り
わ
ず
か
に
道

路
側
に
寄

っ
た
地
点
で
あ
る
。
ま
た
、
倒
れ
た
杉
の
立

っ
て
い
た
箇
所
は
厚
く
土
砂
を
堆
積
し
て
い
た
部
分
で
、

根
こ
そ
ぎ
倒
れ
た
際
、
土
砂
と
共
に
道
路
西
斜
面
に
片

付
け
ら
れ
た
。
そ
の
作
業
中
、
土
の
中
よ
り
Ｎｏ．２６

。
２７

の
板
碑
が
出
土
し
現
在
斜
面
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
様
に
出
土
し
た
板
碑
で
そ
の
後

埋
没
し
所
在
が
わ
か
ら
な
く
な

っ
た

一
ｍ
程
の
有
紀
年

板
穂
で
金
泥
を
種
子

・
願
文
に
入
れ
た
も
の
が
あ

っ
た

こ
と
も
付
記
す
る
。
配
２８
の
板
碑
附
近
に
は
、
現
在
配

２９

・
３０
の
三
基
の
板
碑
し
か
分
布
し
て
い
な
い
が
、
板

碑
を
確
認
し
た
状
況
か
ら
判
断
し
て
、
配
２８
の
板
碑
附

近
に
小
規
模
な
板
碑
群
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

④
　
境
内
北
側
丘
陵
中
央
部
の
板
碑

（
Ｎ。．４０
～
Ｎ。，４６
）

板
碑
の
立

っ
て
い
る
地
点
は
、
雑
木

林
に
な

っ
て
お
り
全
く
開
発
の
手
が
入

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
す
ぐ
背
後
に

は
墓
地
造
成
に
よ
る
切
り
崩
し
が
完
了

し
て
お
り
、
第
８
図
で
み
る
と
お
り
幅

狭
な

一
部
が
残
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
地
区
の
板
碑
は
七
基

（
配
４０

～
配
４６
）
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内

配
４０
～
配
４４
の
板
碑
が
分
布
す
る
地
点

は
、
弘
安
六
年

。
弘
安
九
年

・
正
應
三

年
と
い
っ
た
東
光
寺
板
碑
群
中
に
あ

っ

て
古
手
の
板
碑
が
集
中
す
る
。
こ
れ
ら

は
、
丘
陵
斜
面
の
や
や
平
坦
に
な
っ
た
部
分
に
位
置
し
、

特
に
配
４０
の
板
碑
の
周
囲
に
は
、
山
の
埋
積
層
土
と
異

な
る

一
〇

Ｃｍ
程
の
玉
石
が
数
多
く
散
在
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
発
掘
調
査
の
実
施
に
よ
っ
て
は
、
造
立
当
初
の

位
置
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
伴
う
遺
構
確
認
の
可
能
性

も
高
い
。
ま
た
、
配
４３
の
板
碑
の
東
側
に
は
、
直
径
二

・
五

ｍ
程
の
小
高
い
盛
土
が
あ
る
。
ウ」の
盛
土
の
立
ち
上

が
り
の
明
確
な
南
側
部
分
に
は
、
三
〇

帥
程
の
長
方
体

を
し
た
切
石
を
め
ぐ
ら
し
、
三
基
の
板
碑

（
配
４４
～
血

４６
）
を
配
し
て
い
る
。
そ
の
内
配
４５
の
板
碑
は
、
う
つ

伏
し
た
状
態
で
突
き
刺
さ
っ
て
お
り
、
造
立
当
初
の
位

置
を
保
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
板
稗
と

盛
土
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
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⑪
　
境
内
北
側
丘
陵
東
南
端
の
板
碑

（
Ｎｏ，４７
～
ＮＯ．５６
）

丘
陵
東
南
端
部
分
の
斜
面
を
切
り
崩
し
、
北
側
の
山

を
背
負
う
形
で
東
西
一〇
ｍ
南
北
七
ｍ
の
平
場
を
形
成
し

て
い
る

（第
５
図
）。中
央
に
は
東
西
五

ｍ
南
北
四

ｍ
の

土
壇
状
の
施
設
が
あ
り
、
現
在
そ
の
土
壇
は
墓
石
の
立

地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
い
つ
構
築
さ
れ
た
も
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
北
側
の
切
り
立

っ
た
壁
面
に
は
や
ぐ

ら
状
の
石
窟
が

一
列
に
五
基
形
成
さ
れ
て
お
り
、

（西

側
よ
り
１
号
か
ら
５
号
ま
で
の
番
号
を

つ
け
た
）
２
号

石
窟
を
除
き
天
丼
部
を
崩
壊
し
て
い
た
が
、
全
体
的
に

縦
長
で
奥
行
が
な
い
小
型
の
も
の
で
あ
る
。
西
側
丘
陵

に
位
置
す
る
穴
薬
師
と
呼
ば
れ
る
石
窟
や
惣
門
附
近
の

大
型
の
石
窟
と
は
異
な
る
。
石
窟
の
床
面
は
平
場
面
よ

り

一
段
高
く
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、
１
号
石
窟
床
面

で
は
板
碑
を
立
て
る
た
め
に
掘

っ
た
楕
円
状
の
土
羨
が

認
め
ら
れ
、
配
４７
の
板
碑
が
立

っ
て
い
る
。
４
号
石
窟

内
に
あ
る
配
５６
の
板
碑
に
附
属
す
る
追
構
は
明
確
で
な

い
。
こ
の
地
区
に
所
在
す
る
板
碑
は
、
血
４７

・
５６
の
板

碑
が
最
も
大
き
く
、
他
は
小
型
の
粘
板
岩
製
、
無
紀
年

板
碑
で
、
配
４８

・
４９

・
５．
の
板
碑
を
除
き
砕
か
れ
た
断

片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
１
号
と
２
号
の
石
窟
周
辺
に
集

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
号
石
窟
内
で
直
径
三
〇

釦

縦
二
〇

∽
の
五
輪
塔
水
輪
部
分
を
確
認
し
た
。
水
輪
部

分
は
縦
半
分
に
割
れ
て
お
り
、
表
面
に
は
く

の
種
子
が

彫
ら
れ
上
部
中
心
に
は
直
径

一
五

釦
の
円
筒
形
を
し
た

掘
り
込
み
が
み
ら
れ
る
。

０

　

本

堂

周

辺

の

板

碑

（
Ｎ

ｏ
．

５７

～

Ｎ
Ｏ
．

６３

・
Ｎ

ｏ
．

６８

。
ＮＯ

．
６９

）

板
碑
は
、
本
堂
西
側
の
墓
地
内
、
特
に
西
斜
面
の
崖

下
に
集
中
す
る
。
多
く
は
墓
地
内
敷
石
等
に
再
利
用
さ

れ
て
い
る
が
、
配
６０
の
板
碑
に
つ
い
て
は
崖
上
か
ら
ず

れ
落
ち
た
状
態
の
ま
ま
で
確
認
し
た
。
こ
の
他
、
本
堂

内
に
は
、
西
丘
陵
の
土
塁
で
囲
ま
れ
た
地
点
か
ら
出
土

し
た
配
６８
の
板
碑
を
木
箱
に
入
れ
て
保
管
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
堂
礎
石
に
板
碑
を
使
っ
て
い
る
こ
と
を
、
本

堂
改
修
工
事
の
際
に
確
認
し
た
が
、
調
査
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

⑭
　
一暴
山
墓
地
西
側
の
板
碑

（
Ｎｏ．６４
～
Ｎｏ．６７
）

こ
の
地
点
の
板
碑
は
、
惣
門
西
側
石
窟
脇
に
あ
っ
た

配
６４
・
６５
・
６６
と
、
当
墓
地
に
至
る
山
道
の
登
日
西
側

に
あ
っ
た
黒
松
の
脇
の
配
６７
の
板
碑
を
移
動
し
た
も
の

で
あ
る
。

２
　
東
光
寺
周
辺
の
板
碑
の
分
布

岩
切
東
光
寺
板
碑
群
の
調
査
に
お
い
て
、
同
群
の
性

格
を
浮
き
彫
り
に
す
る
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
東
光
寺

板
碑
群
を
含
め
た
岩
切
地
区
並
び
に
そ
の
周
辺
地
区

（

利
府
町
菅
谷

・
神
谷
沢
、
多
賀
城
市
新
田

。
南
宮
、
泉

市
鶴
ヶ
丘
）
の
板
碑
状
況
を
総
括
的
に
と
ら
え
て
み
る

こ
と
に
す
る
。

調
査
対
象
外
地
区
に
お
い
て
今
回
確
認
し
た
板
碑
総

数
は
、
有
紀
年
板
碑

一
七
基

・
無
紀
年
板
碑

一
四
基
の

合
計
三

一
基
で
あ
る
。
こ
れ
に
、
こ
れ
ま
で
報
告
の

あ
る
も
の
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
板
稗
四
基
を
加
え
る

と
総
計
三
五
基
造
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
ｃ

板
碑
の
分
布
は
、
岩
切
丘
陵

の
東
麓
で
あ
る
仙
台

市
岩
切
入
山
か
ら
利
府
町
菅
谷
馬
場
崎
に
至
る
地
域

と
、
七
北
田
川
北
岸
に
発
達
し
た
自
然
堤
防
上
で
あ
る

仙
台
市
岩
切
洞
ノ
ロ
か
ら
多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡
に

至
る
地
域
に
集
中
し
て
み
ら
れ
る
。
そ
の
他
、
沖
積
平

野
内
に
位
置
す
る
仙
台
市
岩
切
今
市
と
多
賀
城
市
南
宮

の
二
か
所
に
二
基
（有
紀
年
板
碑

一
基
益
〔紀
年
板
碑

一

基
）
と
、
七
北
田
川
南
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る

仙
台
市
岩
切
三
所
囲
と
同
権
人
の
二
か
所
に
四
基

（有

紀
年
板
碑

一
基

・
無
紀
年
板
碑
三
基
）
を
確
認
し
た
。

そ
の
内
、
沖
．積
平
野
内
に
位
置
す
る
板
碑
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
、
中
世
に
お
け
る

「奥
大
道
」
と
称
し
た
道

路
に
沿

っ
た
場
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
所
在
地

が
造
立
当
時
の
位
置
で
あ
る
可
能
性
は
低
く
、
後
世
に

な

っ
て
現
位
置
に
運
び
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
、
い
ず
れ
よ
り
移
し
た
も
の
か
は
明
確
で
は
な

い
。
さ
ら
に
、
七
北
田
川
南
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置

す
る
板
碑
の
数
が
、
北
岸
の
板
碑
と
比
較
し
て
少
な
く
、

立
地
も
不
自
然
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
立
当
初
か
ら
の

場
所
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。

ま
た
、
東
光
寺
を
境
と
し
て
、
そ
の
西
側

一
帯
は
、

平
野
部
の
み
な
ら
ず
丘
陵
部
に
お
い
て
も
板
碑
の
確
認

さ
れ
た
例
が
な
く
、
東
光
寺
東
側
と
比
較
し
て
極
端
な

差
が
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
丘
陵
裾
部
で
板
碑
の

確
認
例
の
な
い
地
域
は
、
利
府
町
菅
谷
以
北
の
地
区
と

利
府
町
加
瀬
沼
周
辺
の
地
区
が
あ
げ
ら
れ
る
。

岩
切
地
区
並
び
に
そ
の
周
辺
の
板
碑
を
み
る
か
ぎ
り
、

板
碑
は
岩
切
東
光
寺
と
そ
の
東
側
周
辺
に
集
中
し
、
他

に
安
楽
寺
跡
に
多
数
造
立
さ
れ
て
い
る
以
外
は

一
か
所

に
お
け
る
板
碑
の
数
も
少
な
く
、
移
動
し
て
い
る
も
の
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も
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。
造
立
し
た
当
時
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
る
板
碑
に
つ
い
て
は
板
碑
の
現
在
の
状
況
か

ら
東
光
寺
板
碑
群
の

一
部
と
苦
宮
羽
黒
前
の

一
部
を
除

い
て
は
全
く
存
在
し
な
い
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
板
碑
の
集
中
す
る
東
光
寺
、
地
蔵
堂
、
安

楽
寺
跡
の
三
か
所
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
板
碑
研

究
上
で
の
確
認
状
況
等
か
ら
推
察
し
て
、
ほ
ぼ
同
位
置

に
て
造
立
し
、
群
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
若
宮
羽
黒
前
、
洞
ノ
ロ
の
板
碑
に
つ
い
て
も
、

板
碑
が
集
中
す
る
状
況
か
ら
、
先
の
三
例
よ
り
拡
散
し

た
状
態
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
群
を
形
成
し
て
い
た

可
能
性
は
高
い
。

更
に
、
前
述
の
地
区
五
か
所
に
つ
い
て
造
立
状
況
を

み
て
み
る
と
、
東
光
寺
板
碑
群
は

一
一
八
基
と
全
体
の

七
〇
％
を
占
め
、
地
蔵
堂
板
碑
群
に
八
基
、
安
楽
寺
跡

板
碑
群
に
七
基
、
若
宮
羽
黒
堂
地
区
に

一
四
基
、
洞
ノ

日
地
区
に
七
基
造
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
全
体
の
五
～

一
〇
％
程
度
の
小
規
模
な
も
の
で
、

東
光
寺
板
碑
群
に
匹
敵
す
る
も
の
は
な
い
。
宮
城
県
内

の
板
碑
群
の
中
で
は
東
光
寺
板
碑
群
と
同
規
模
か
そ
れ

以
上
の
規
模
を
も
つ
板
碑
群
と
し
て
は
、
松
島
町
雄
島

板
碑
群
と
名
取
市
大
門
板
碑
群
等
数
ヶ
所
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

一ハ
　
調
査
成
果
そ

の
Ⅱ

ｌ
　
東
光
寺
板
碑
群
の
特
色

今
回
の
調
査
で
有
紀
年
板
碑
三
二
基

（内
二
基
は
他

所
か
ら
の
移
動
に
よ
る
も
の
）
無
紀
年
板
穂
四
人
基
の

計
七
〇
基
の
板
碑
を
確
認
し
た
。
昭
和

一
六
年
に
松
本

源
吉
氏
が
著
し
た

「陸
前
宮
城
糾
の
古
碑
」
等
に
よ
り

確
認
さ
れ
た
板
碑
の
う
ち
、
有
紀
年
板
碑

一
五
基

（第

２
表
）、無
紀
年
板
稗
三
二
基

（土
塁
で
囲
ま
れ
た
小
板

碑
群
の
う
ち
、
今
回
の
調
査
で
は
四
六
基
中

一
三
基
し

か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
）
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
確
認
で
き
な
か
っ
た
四
八
基

の
板
碑
を
含
め
る
と
、
こ
の
地
区
で
は
、　
一
一
八
基
の

板
碑
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
、　
一
一

八
の
板
碑
の
特
色
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
が
、
よ
そ

か
ら
移
動
し
た
Ｎ。
６

・
酌
７
は
除
く
。

〈大
き
さ
〉
板
碑
群
の
中
で
有
紀
年
板
穂
の
最
大
の
も

の
は
、
配
１１
の
嘉
暦
二
年
六
月
造
立

の
板
碑
で
あ

り
、
地
上
高
で
二

・
七
三

ｍ
あ
る
。
ま
た
、
最
小
の
板

碑
は
、
断
碑
を
除
き
配
４
正
安
二
年
十
月
造
立

の

板
碑
で
地
上
高
で
○

・
八
二

ｍ
あ
る
。
全
体
的
に
み
て

み
る
と
、
二

ｍ
を
越
え
る
も
の
は
配
ｍ
を
合
め
、
三
基

だ
け
で
、
他
は
○

・
八

ｍ
か
ら

一
。
一
ｍ
の
も
の
が
多

く
、
比
較
的
縦
長
で
小
型
の
も
の
が
多
い
。
だ
が
、
板

碑
の
大
き
さ
と
年
代
的
な
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。

無
紀
年
の
板
碑
の
場
合
、

Ｎｏ．４７
の
も
の
（地
上
高

一
・

三
四

ｍ
）
配
６７
の
も
の

（地
上
高

一
・
四
二

ｍ
）
と
い

っ
た
比
較
的
大
き
な
板
碑
も
数
基
認
め
ら
れ
る
が
、
大

部
分
の
板
碑
は
磨
耗
が
ひ
ど
か
っ
た
り
、
後
世
に
敲
打

さ
れ
碑
面
が
潰
さ
れ
た
も
の
で
、
造
立
当
時
は
年
号
を

刻
ん
で
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ら
を
別
に
す
れ
ば
、

造
立
当
初
か
ら
種
子
の
み
を
刻
ん
だ
板
碑
は
、
粘
板
岩

製
の
も
の
が
多
く
、
全
て
縦
長
で
、
断
碑
を
除
き
○

。

五

ｍ
～
○

・
六

ｍ
の
も
の
が
多
い
。

〈石
材
〉
有
紀
年
板
碑
の
場
合
、
安
山
岩
、
砂
岩
、
粘

板
岩
の
三
種
類
の
石
材
を
使
用
し
て
い
る
。
配
ｍ
、
配

４０

。
配
４７
の
板
碑
の
材
質
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
粘

板
岩
で
は
あ
る
が
、
特
に
板
状
節
理
が
発
達
し
、
大
き

な
板
状
に
割
れ
る
特
色
を
も
つ
稲
井
石
と
呼
ば
れ
る
石

材
を
用
い
て
い
る
。
稲
井
石
の
産
出
地
が
、
北
上
川
東

部
の
丘
陵
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遠
隔
地
か
ら

の
運
搬
を
伴
う
石
材
選
定
が
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
安
山
岩
の
岩
層
も
東
光
寺
の
近
辺
に
な

い
だ
け
に
細
部
の
分
析
に
よ

っ
て
は
、
石
材
供
給
地
が

明
ら
か
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
種
類
の
石
材
の
使
用
に
年
代
的
な
差
は
認
め
ら
れ

な
い
。
む
し
ろ
、
配
１０

（砂
岩
）
配
１１

（粘
板
岩
）
の

よ
う
に
、
同

一
時
期
の
造
立
で
あ
り
な
が
ら
、
異
な

っ

た
石
材
を
用
い
る
等
、
板
碑
の
大
小
を
問
わ
ず
、
石
材

選
択
が
自
由
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
無
紀
年
板
碑
の
場
合
は
、
粘
板
岩
製

（稲

井
石
と
類
似
す
る
が
明
ら
か
で
な
い
）
の
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
砂
岩

。
安
山
岩
製
の
も
の
は
数
が
少
な
い
。

（形
態

・
加
工
〉
本
群
の
中
に
所
在
す
る
板
碑
の
形
態

は
縦
長
で
、
小
型
の
も
の
が
多
い
こ
と
は
前
述
し
た
と

お
り
で
あ
る
。
板
稗
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
石
材
の
形



状
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
た
め
、
形
態
は

一
様
で

な
い
。
だ
が
、
意
図
的
に
項
部
や
側
部
を
加
工
し
た
板

碑
も
数
基
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
顕
著
な
板
碑
は
配

３．
の
無
紀
年
板
碑
で
、
頂
部
を
三
角
形
に
す
る
た
め
、

頂
部
右
側
面
は
す
で
に
平
滑
に
研
磨
さ
れ
て
い
る
が
、

頂
部
左
側
面
を
形
づ
く
る
除
切
り
落
と
す
こ
と
に
な
る
部

分
に
つ
い
て
は
未
加
工
で
、
ラ⊆
の
面
を
作
る
た
め
幅
〇
・

七

軸
の
直
線
の
切
り
込
み
が
溝
状
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

溝
は

〕
型
を
し
て
お
り
、
溝
は
両
端
が
深
く
中
央
部
が

浅
く
刻
ま
れ
、
藝
痕
は
な
く
、
引
い
た
痕
跡
が
あ

っ
た

こ
と
か
ら
鋸
状
の
工
具
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

側
面
に
つ
い
て
は
、
碑
面
部
か
ら
裏
面
部
に
向
け
て
敲

打
剣
離
し
た
痕
跡
を
残
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
頂
部
三

角
形
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
は
配
３３
の
板
碑

（應
長
元

年
）
が
あ
る
。
こ
の
板
碑
の
片
方
の
面
に
は
敲
打
剣
離

の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
が
、
項
部
三
角
形
を
意
図
し
た

結
果
に
よ
る
も
の
か
ど
う
か
は
、
断
定
で
き
な
い
。
ま

た
、
配
１０
の
板
稗

（嘉
暦
二
年
）
は
項
部
左
側
面
を
丁

寧
に
研
磨
し
て
お
り
、
傾
斜
面
を
有
し
て
い
る
が
、
左

半
分
を
失
う
断
碑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
頂
部
形
態
は
不

明
で
あ
る
。
次
に
、
有
紀
年
板
碑
の
碑
面
部
分
の
加
工

を
総
体
的
に
み
て
み
る
と
、
平
滑
な
面
に
す
る
た
め
、

多
く
は

一
回
の
剣
離
で
面
を
形
成
し
て
い
る
が
、
数
度

の
剰
離
に
よ
っ
て
山
状
の
高
ま
り
が
で
き
た
場
合
に
は
、

藝
で
山
を
削
る
二
次
的
な
調
整
を
行
い
、
（
配
６０
の
種
子

附
近
）
最
後
に
研
磨
を
施
す
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
配
３３
の
應
長
元
年
の
板
碑
や
配
７０
の
正
和
三

年
の
板
碑
の
よ
う
に
剣
離
痕
を
残
し
た
ま
ま
研
磨
し
、

文
字
を
形
り
込
ん
で
い
る
板
碑
も
あ
る
。
ま
た
、
碑
面

部
分
の
研
磨
処
理
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
板
碑
に
認
め

ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
粘
板
岩
製
の
板
碑
に
あ
っ
て

は
、
配
ｍ
の
嘉
暦
二
年
の
板
碑
と
Ｎｏ．６８
の
延
文
五
年
の

板
碑
に
は
研
磨
処
理
が
み
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
安
山

岩
製
の
板
碑
で
は
、
配
５
の
徳
治
二
年
の
板
碑
に
研
磨

処
理
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
年
代
的
に
み
る
と
、
弘

安

・
正
應
年
間
期
の
碑
面
処
理
は
、
他
の
時
期
に
造
立

し
た
板
碑
に
比
べ
丁
寧
で
あ
る
。
無
紀
年
板
碑
の
場
合
、

Ｎ。．３．
の
板
碑
は
例
外
で
一
般
に
裏
面
部
よ
り
は
平
滑
に

し
て
い
る
も
の
の
碑
面
に
対
す
る
二
次
調
整
や
研
磨
処

理
は
施
さ
な
い
の
が
特
色
で
あ
る
。

（種
子
〉
有
紀
年
板
碑
の
種
子
で
最
も
多
く
用
い
ら
れ

た
種
子
は
、　
一
尊
種
子
Ａ

（胎
蔵
界
大
日
如
来
）
と
孔

に
菩
提
点
を
つ
け
た
一弐
（無
量
寿
如
来
）
が
最
も
多
く
、

全
体
の
四
割
強
を
占
め
る
。
次
に
ａ

（阿
弥
陀
如
来
）、

Ｒヽ

（金
剛
界
大
日
如
来
）
が
多
く
、
孔

二
孔
・
爺

と
く

の
四
種
が
占
め
る
割
合
は
全
体
の
八
割
に
及
ぶ
状
況
で
あ

る
。
そ
の
他
に
使
用
さ
れ
た

一
尊
種
子
は
飛
大
釈
迦
如

来
）
怒

（地
蔵
菩
薩
）
く

（金
剛
蔵
菩
薩
▼
発
（
不
動

明
王
）
の
四
種
で
各

一
基
づ
つ
確
認
さ
れ
て
い
る
。
二

尊
種
子
の
例
は
な
い
が

（
配
４７
の
板
稗
は
石
材
の
傷
み

が
ひ
ど
く
年
号
不
明
）、三
尊
種
子
の
例
は
、
配
３３
の
應

長
元
年
の
板
碑
で
、
従
憮

（阿
弥
、陀

三
尊
）
を
通
台
と

共
に
記
し
た

一
例
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
法
曼
茶
羅
（正

安
二
年
）
を
記
し
た
板
碑
も
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
今

回
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
種
子

の
彫
り
方
は
、
種
子
の
構
図
が
大
柄
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
全
体
的
に
浅
く
、
平
均
○

・
四
～
○

・
六

ｃｍ
の

彫
り
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
Ｎｏ．１０

・
‐１
の
嘉
暦
二
年

の
板
碑
に
つ
い
て
は
、
彫
り
幅

。
彫
り
の
深
さ
と
も
、

他
の
板
碑
を
大
き
く
上
回
る
ス
ケ
ー
ル
を
み
せ
て
い
る
。

な
お
、
血
１１
の
種
子
の
下
に
は
四
行
の
光
明
真
言
が
刻

ま
れ
て
い
る
。
種
子
の
彫
り
方
は
薬
研
彫
り
で
、
多
く

は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
彫
り
込
み
に
は
、
彫
り
面
の
痕

跡
か
ら
先
藝
と
平
藝
の
二
種
を
使
用
し
て
い
る
が
、
二

種
の
工
具
痕
を

一
つ
の
板
碑
か
ら
同
時
に
確
認
す
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
ま
た
、種
子
の
周
囲
を
平
坦

に
調
整
す
る
た
め
、
種
子
の
彫
り
込
み
に
使
用
し
た
の

と
同
じ
工
具
を
用
い
て
い
る
（配
１１

・
配
３３

・
陥
６０
等
）

こ
と
を
確
認
し
た
。

無
紀
年
板
碑
の
種
子
は
、
費

・
魚

二
＆
は
も
と
よ
り

負

。
発

・
一垂
。
鷲

・
丈

。
手

・
Ｌ

・
Ａ

・
怒
等
も
数
多

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
種
子
の
構
図
は
有
紀
年
板
碑
と

比
較
し
全
般
的
に
小
型
で
、
彫
刻
方
法
は
薬
研
彫
り
を

行
っ
て
い
る
も
の
の
、
彫
り
幅
は
狭
く
、
彫
り
も
浅
く

て
研
磨
処
理
も
施
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
的
に
力
強
さ

に
欠
け
稚
拙
な
感
じ
さ
え
す
る
。
無
紀
年
板
碑
の
中
に

は
種
子
の
下
に
枠
線
を
入
れ
た
も
の
を
三
基

（
配
１３
・

配
２２
・
配
６２
）
確
認
し
た
。
配
１３
の
板
碑
の
枠
線
は
、

七

釦
離
し
て
横
線
二
本
を
引
い
た
中
に
、
縦
に
三

釦
間

隔
で
七
本
の
線
刻
が
あ
っ
た
。
配
２２
も
そ
れ
に
類
似
す

る
が
、
配
６２
の
板
碑
の
場
合
は
少
し
異
な
る
。
そ
れ
は
、

板
碑
の
輪
郭
を

一
Ｃｍ
の
間
隔
を
も
つ
二
重
の
直
線
で
囲

み
、
種
子
下
に
も
二
重
の
刻
線
を
配
し
て
い
た
。
枠
線

内
に
墨
書
痕
や
仮
彫
り
の
痕
跡
は
な
か
っ
た
が
、
板
碑
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の
施
刻
形
態
か
ら
考
え
、
年
号
や
願
文
を
意
識
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
刻
ん
だ

後
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。

（造
立
年
代
〉
板
樽
群
の
造
立
年
代
は
、
こ
れ
ま
で
確

認
さ
れ
た
板
碑
か
ら
、
建
治
四
年
盆

一
一七
八
）
か
ら
延

文
五
年
盆

〓
一六
〇
）ま
で
の
約
八
〇
年
間
に
限
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
人
〇
年
間
継
続
し
て
造
立
さ
れ
て
い

た
の
で
は
な
く
、
第
６
表
の
通
り
、
弘
安
六
年

（
一
二

八
三
）
か
ら
元
應
元
年
全

〓
二

九
）
の
三
七
年
間
と
、

嘉
暦
二
年
全

〓
〓
一七
）
か
ら
元
弘
元
年
盆

〓
〓
三

）
の

二
期
に
分
か
れ
て
集
中
す
る
。
特
に
、
正
應
四
年

（
一

二
九

一
）
か
ら
徳
治
二
年
全

〓
一〇
七
）
の
下
七
年
間
は

最
も
造
立
数
が
多
い
。
元
弘
元
年
以
降
、
本
群
最
後
の

造
立
と
な
る
延
文
五
年
ａ

〓
一六
〇
）ま
で
の
三
〇
年
間

は
、　
一
基
の
板
碑
も
造
立
さ
れ
て
い
な
い
。

（願
文
〉
本
群
の
板
碑
の
願
文
記
述
は
、
有
紀
年
板
碑

の
三
〇
％
に
か
ぎ
ら
れ
て
お
り
、
年
号
だ
け
を
記
し
た

だ
け
の
も
の
が
多
い
。
願
文
の
記
載
内
容
は
、
配
３９
の

應
長
元
年
の
板
碑
以
外
、
類
例
の
多
い
一
般
的
な
も
の

で
あ
る
。

酌
４

「右
志
者
慈
父
」

ｍ２８２６
「務誌結鵬期難梨鳩三。往年。生之。極忌。楽購鍛坤剤卦法

界
衆
生
平
等
利
益
也
」

配
３３

「夫
以
慈
父
幽
儀
趣
黄
泉
還
□
以
来
相
営
鳥
兎
十

旬。
過。
菩
提
破
三
有
□
庭
鳴
呼
悲
弾
静
偽
何⑤
紳
五。

九
年
齢
空
没
哀
哉
中
冬
何
月
例
…
　
佛
提
不
空

定
絶
哀
慈
本
願
有
舗
必
無
引
撮
子
時
」

配
４４

「右
志
者
為
過
去
尊
霊
往
生
極
楽
法
界
衆
生
平
等

配
５６

「判
脇
脚

人。」
尼。
念。
性。
□
」

血
７０

「
右
志
者
為
相
首
過
去
慈
父
幽
霊
□
□
」

未
２

「右
志
者
為
□
覚
尊
霊
」

未
３

「右
志
者
為
過
去
往
生
極
楽
故
也
」

未
４

「右
志
者
為
悲
母
孝
子
敬
白
」

未
６

「右
志
者
相
営
慈
父

一
百
箇
日
之
忌
辰
出
離
生
死

證
大
菩
提
平
等
利
益
也
」

こ
れ
ら
三
例
を
み
て
も
願
文
に
記
さ
れ
た
造
立
者
と

考
え
ら
れ
る
人
物
は
、
配
５６
の
賀
世
住
人
尼
念
性
だ
け

で
具
体
的
な
造
立
者
像
は
現
れ
て
こ
な
い
。
同
様
に
、

被
造
立
者
に
つ
い
て
も
実
名
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
慈

父

（亡
父
）

・
悲
母

（亡
母
）

・
尊
霊

（貴
人
の
死
者

を
さ
す
場
合
の
用
語
）
と
あ
る
だ
け
で
、
ど
の
よ
う
な

人
々
が
供
養
さ
れ
た
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
。
願
文
内

容
は
全
て
追
菩
供
養
で
あ
り
、
逆
修
供
養
と
し
て
施
刻

さ
れ
た
板
碑
が
な
い
こ
と
は
、
本
板
碑
群
の
性
格
を
探

る
上
で
重
要
で
あ
る
。
配
３３
の
板
碑
願
文
内
容
に
つ
い

て
は
、
造
立
者
の
情
感
を
深
く
感
じ
取
る
こ
と
の
で
き

る
、
他
に
類
例
を
み
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
要
約
す

る
。
「亡
父
の
霊
が
黄
泉
の
国
に
趣
い
て
以
来
百
ヶ
日
が

過
ぎ
、
菩
提
は
い
よ
い
よ
生
死
の
境
界
か
ら
我
々
の
世

界
と
離
れ
た
所
に
行

っ
て
し
ま
う
。
あ
あ
悲
し
い
こ
と

で
あ
る
。
七
月
に
四
五
歳
の
年
齢
で
亡
な
っ
て
し
ま
っ
た

現
在
も
は
や
菩
提
が
我
々
の
世
界
に
も
ど
る
こ
と
は
な

い
。
悲
し
み
も
絶
え
た
今
、
菩
提
が
過
去
世
に
お
い
て

発
起
し
た
誓
願
が
必
ず
か
な
え
ら
れ
る
よ
う
に
い
の
る
」

（偶
頌
〉
本
板
碑
群
中
、
掲
頌
を
施
刻
し
た
板
碑
は
六

基
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
を
取
り
上
げ
出
典
等
に
つ
い
て
記

述
す
る
。

配
１０
嘉
暦
二
年
の
板
碑
の
掲
頌
「華
巖
如
来
成
正
覚
時

僚
其
、身
中
普
見

一
切
衆
生
成
正
」は
、大
方
広
佛
華
厳
経

巻
第
五
二
如
来
出
現
品
の
経
文
で
、
本
来
は
華
巌
如
来

成
…
…
か
ら
始
ま
る
経
文
で
は
な
く
、

「仏
子
。
如
来

成
覚
時
。
於
其
身
中
。
普
見

一
切
衆
生
正
覚
。」
で
あ
り

そ
の
後
文
は
、

「乃
至
普
見

一
切
衆
生
入
涅
槃
。
皆
同

一
性
。
所
謂
無
性
。
無
減
性
。
」
と
続
く
。
こ
の
経
文
は

法
華
平
等
の
真
理
を
証
悟
し
、
仏
を
称
揚
し
た
も
の
で

華
厳
宗
、
天
台
宗
を
は
じ
め
法
相
宗
、
日
蓮
宗
、
禅
宗

の
各
宗
派
が
用
い
て
い
る
。
特
に
、
天
台
大
師
智
銀
に

よ
っ
て
涅
槃
経
、
華
厳
経
、
維
摩
経
、
六
品
般
若
経
等

を
基
礎
に
、
天
台
宗
の
基
本
思
想
と
さ
れ
る

「法
華
玄

義
；
法
華
文
句
名
摩
訂
止
観
」
の
法
華
二
部
が
作
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
華
厳
経
と
天
台
宗
の
結
び

つ
き

は
強
い
。

配
４３
正
應
三
年
の
板
碑
の
掲
頌

「諸
念
仏
衆
生
、
衆

生
不
念
佛
、
父
母
還
念
子
、
子
不
念
父
母
」
は
出
典
不

明
で
あ
る
。
し
か
し
、
掲
騒
に
記
さ
れ
た
念
仏
感
は
浄

土
教
的
な
色
彩
を
お
び
た
も
の
で
あ
る
。

配
６０
徳
治
二
年
の
板
碑
の
掲
頌

「諸
行
無
常
是
生
減

法
生
減
々
已
寂
減
為
楽
」
は
、
大
槃
涅
槃
経

一
四
の

一

節
で

一
般
に
諸
行
無
常
掲
と
呼
ば
れ
、
総
仏
法
の
大
綱

と
し
て
各
宗
派
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

Ｎｏ．１０
と
同
じ

く
天
台
宗
と
の
関
係
は
特
に
強
い
。　
一
般
に
掲
頌
は
、

種
子
の
下
部
に
刻
ま
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
こ
の



板
碑
で
は
種
子
の
両
側
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

配
６６
嘉
元
二
年
の
板
碑
の
掲
一頌

「十
方
佛
土
中
、
唯

有

一
乗
法
、
無
二
亦
無
三
、
除
佛
方
便
説
」
は
、
法
華

経
方
便
品
第
二
の

一
節
で
あ
る
。
法
華
経
は
仏
教
各
宗

派
の
基
本
経
典
で
あ
り
宗
派
の
特
定
は
で
き
な
い
。

未
１３
の
嘉
暦
二
年
の
板
碑
の
掲
頌

「願
以
此
功
徳
、

普
及
於

一
切
、
我
等
興
衆
生
、
皆
共
成
佛
道
」
は
法
華

経
化
城
喩
品
第
七
の
出
典
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
梵
天

王
が
如
来
を
讃
え
て
読
ん
だ
詩
頌
の
最
後
の
句
で
、
其

功
徳
を

一
切
衆
生
に
廻
施
せ
ん
こ
と
を
願
う
文
と
し
て

廻
向
文
と
呼
ば
れ
、
全
国
的
に
板
碑
の
偶
頌
と
し
て
多

く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

未
１４
元
徳
二
年
の
板
碑
の
掲
頌

「日
晨
朝
入
諸
定
、

諸
地
獄
令
離
苦
、
所
佛
世
界
度
衆
生
、
後
世
能
引
導
」

は
延
命
地
蔵
経
の

「毎
日
晨
朝
入
諸
定
、
入
諸
地
獄
令

離
苦
、
所
佛
世
界
度
衆
生
、
今
世
後
世
能
引
導
」
の
七

字
四
行
の
掲
頌
の
頭
文
字
が
欠
け
た
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
「延
命
地
蔵
経
」
に
つ
い
て

『地
蔵
経
抄
』
に

「覚
錢
地
蔵
式
。
春
毎
日
晨
朝
入
諸
定
等
文
。
為
伽

陀
一
是
以
博
検
地
蔵
経
部
。
唯
此
経
有
彼
支
。
然
則
先

徳
所
用
。
定
為
亀
鏡
也
。」
と
あ
り
、
こ
の
経
の
真
偽
は

疑
わ
れ
て
い
る
。
延
命
地
蔵
経
が
あ
げ
て
い
る
延
命
地
蔵

菩
薩
は
金
剛
薩
妊
と
同

一
仏
で
あ
り
、
一
切
衆
生
は
こ
の

薩
妊
の
加
持
力
に
由

つ
て
発
心
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（光
明
真
言
〉
配
１１
嘉
暦
二
年
の
板
碑

一
点
の
み
、
種

子
と
年
号
の
間
に
五
行
五
字
の
光
明
真
言
を
施
刻
し
て

い
る
。
光
明
真
言
と
は
、
不
空
絹
索
毘
麿
遮
那
大
灌
頂

光
真
言
経
に
記
さ
れ
、
密
教
の
灌
項
に
際
し
て
の
聖
句

と
し
て
日
常
誦
持
す
る
代
表
的
な
明
呪
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
意
義
は
、
同
経
文
に
よ
る
と
、
「身
壊
命
終
。
堕
諸

悪
道
此
真
言
。
加
持
土
砂
。　
一
百
八
遍
。
戸
陀
裕
。
散

亡
者
死
骸
上
。
勢
榊
通
威
力
。
加
持
沙
土
之
力
。
應
時

即
得
光
明
至
身
。
除
諸
罪
報
。
拾
所
苦
身
。
往
於
西
方

安
楽
国
土
」
と
あ
り
、
大
日
如
来
に
対
し
て
の
祈
願
と

し
て
光
明
真
言
を

一
〇
八
回
諷
誦
し
、
土
砂
を
加
持
し

て
死
者
の
上
に
散
ら
せ
ば
、
諸
々
の
罪
障
は
消
滅
し
西

方
安
楽
国
土
に
往
生
で
き
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〈追
刻
〉
板
碑
造
立
後
、
石
材
の
再
利
用
の
た
め
に
加

工
し
た
痕
跡
を
も
つ
板
碑
と
、
板
碑
を
打
ち
く
だ
く
目

的
の
た
め
加
工
し
た
痕
跡
を
も
つ
板
碑
が
あ
る
。
前
者

は
、
江
戸
時
代
墓
石
等
に
使
用
す
る
際
、
追
刻
等
の
再

加
工
の
あ
っ
た
も
の
で
、
血
３３
（戒
名
を
中
央
に
追
刻
▼

配
６４

（講
衆
の
氏
名
種
子
以
下
に
追
刻
▼
配
６５

（山
門

標
式
の
た
め
板
碑
裏
面
に
追
刻
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
個
々
に
紹
介
す
る
と
、
配
１０
の
板
碑

は
左
半
分
を
、
く
さ
び
の
打
ち
込
み
痕
を
残
し
失
っ
て

い
る
。
ま
た
、
地
面
か
ら
の
立
ち
上
り
部
分
に
は
横

一
列

に
二
〇

釦
×
一
〇

師
の
矢
穴
を
五
か
所
刻
ん
で
い
た
。

配
３４
の
板
碑
は
建
治
元
年
六
月
の
年
号
の
み
を
残
し
、

他
は
全
て
割
ら
れ
失
っ
て
い
た
。
配
６．
の
板
碑
は
種
子

の
部
分
を
先
藝
で
打
ち
込
み
ほ
と
ん
ど
種
子
が
わ
か
ら

な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
配
４８
～
Ｎｏ．５５
の
粘
板
岩
製

無
紀
年
板
碑
は
打
ち
く
だ
か
れ
て
散
乱
し
た
状
態
で
確

認
し
た
。
特
に
配
１０
の
板
穂
に
つ
い
て
は
、

１９
世
紀
初

期
松
平
定
信
が
編
し
た

「集
古
十
種
」
の
拓
本
に
も
み

え
、
現
状
と
同
じ
く
左
半
分
を
失
っ
て
お
り
、
破
壊
は

か
な
り
以
前
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。
矢
穴
の
例
は
、

仙
台
市
内
で
も
岩
切
善
応
寺
の
弘
安
十
年
銘
蒙
古
の
碑
、

川
内
植
物
園
内
正
和
二
年
の
板
碑
に
み
ら
れ
る
。
意
図

的
に
板
碑
を
打
ち
く
だ
い
た
事
は
、
石
材
利
用
の
た
め

で
は
な
く
、
宗
教
上
の
問
題
か
ら
の
処
理
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

２
　
東
光
寺
周
辺
の
板
碑
の
特
色

東
光
寺
周
辺
の
板
碑
は
、
前
項
で
述
べ
た
と
お
り
、

地
蔵
堂
板
碑
群
、
若
宮
地
区
、
洞
ノ
ロ
地
区
の
三
つ
の

群
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
形
態
、

石
材
、
種
子
等
に
お
い
て
、
基
本
的
に
は
東
光
寺
板
碑

群
の
も
の
と
類
似
す
る
が
、
造
立
数
に
お
い
て
は
同
群

に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
が
、
造
立
年
代
、
稗
面
の
刻
文

内
容
等
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
本
項
で
は
、
こ
の
三

つ
の
地
区
に
調
査
対
象
地
区
で
は
な
か
っ
た
が
、
隣
接

す
る
利
府
町
菅
谷
地
区
と
多
賀
城
市
新
田
地
区

（安
楽

寺
板
碑
群
を
含
む
）
の
二
地
区
を
含
め
、
東
光
寺
板
碑

群
と
比
較
し
て
特
色
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

第
６
図
で
記
し
た
通
り
各
地
区
単
位
の
造
立
時
期
は
、

Ｏ
地
蔵
堂
板
碑
群
＝
永
仁
二
年
～
嘉
元
四
年
二

一
一年
間

○
若
宮
地
区

　

＝
弘
安
八
年
～
嘉
元
三
年
。四
三
年
間

○
洞
ノ
ロ
地
区

＝
元
應
元
年
～
建
武
四
年
二

八
年
間

ｏ
利
府
菅
谷
地
区
＝
弘
安
五
年
～
文
保
二
年
と
一六
年
間

ｏ
新
田
地
区

　

＝
正
應
三
年
～
文
保
元
年
二
一七
年
間

で
あ
る
。
最
も
長
期
間
造
立
の
あ

っ
た
地
区
は
若
宮
地

区
で
、
東
光
寺
板
碑
群
と
造
立
時
期
が
酷
似
す
る
。
ま

た
利
府
菅
谷
地
区
の
板
碑
も
類
似
し
て
い
る
。
地
蔵
堂



板
碑
群
並
び
に
洞
ノ
ロ
地
区
の
板
碑
は
、　
一
〇
年
か
ら

二
〇
年
程
度
の
短
期
造
立
地
区
で
、
特
に
洞
ノ
ロ
の
造

立
開
始
時
期
は
元
應
元
年
ａ

〓
二

九
）と
、
他
の
地
域

が
弘
安
年
間
か
ら
永
年
年
間
に
開
始
し
て
い
る
の
に
比

べ
、
か
な
り
遅
い
造
立
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
の

地
区
も
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
の

も
の
で
、
室
町
時
代
の
板
碑
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

碑
面
刻
文
に
お
け
る
特
色
は
、
東
光
寺
板
碑
群
で
は

み
ら
れ
な
か
っ
た
結
衆
、
講
衆
に
よ
る
造
立
が
多
く
、

ま
た
、
逆
修
供
養
に
よ
る
造
立
も
認
め
ら
れ
る
点
に
あ

る
。
そ
の
内
結
衆
、
講
衆
に
よ
る
造
立
を
ひ
ろ
っ
て
み

る
と
、

ｏ
永
仁
二
年
　
小
二
郎
他
五
人
　
地
蔵
堂
板
碑
群

○
元
應
元
年
　
四
三
人
　
　
　
　
洞
ノ
ロ

○
元
應
二
年
　
講
衆
二
二
人
　
　
　
″

ｏ
嘉
暦
二
年
　
一二
五
人
　
　
　
　
　
ク

ｏ
年
号
不
明
　
別
時
二
〇
人
　
　
　
ク

○
正
應
三
年
　
講
衆
四
二
人
　
　
新
田
（安
楽
寺
跡
）

ｏ
永
仁
二
年
　
別
時
衆
二
五
人
　
新
田
（南
宮
慈
雲
寺
）

ｏ
正
和
元
年
　
念
佛
結
衆
六
八
人
　
後
新
田

と
、
洞
ノ
ロ

。
新
田
地
区
に
集
中
し
、
若
宮

・
菅
谷
地

区
に
は

一
基
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
結
衆
、
講
衆
の

規
模
は
六
人
か
ら
六
八
人
ま
で
様
々
で
あ
る
が
、
平
均

三
四
人
で
あ
る
。
逆
修
供
養
に
よ
る
板
碑
と
し
て
、
講

衆
と
明
記
し
た
洞
ノ
ロ
元
應
二
年
銘
の
板
碑
と
安
楽
寺

跡
の
正
應
三
年
銘
の
板
碑
は
、
講
名
こ
そ
不
明
だ
が
明

ら
か
に
逆
修
供
養
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
後
新

田
の
正
和
元
年
銘
の
板
碑
と
南
宮
の
永
仁
二
年
銘
の
板

碑
は
、
逆
修

・
講
衆
等
の
文
字
を
記
し
て
い
な
い
が
、

四
八
日
間
の
供
養
を

つ
ん
だ
衆
徒

（前
者
は
念
佛
衆
六

八
人
、
後
者
は
別
時
衆
三
五
人
）
に
よ
っ
て
四
九
日
目

の
満
願
成
就
の
日
に
板
碑
を
造
立
し
た
旨
を
記
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
も
逆
修
供
養
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
の
が

妥
当
で
あ
ろ
う
。

東
光
寺
周
辺
に
所
在
す
る
板
碑
の
中
で
、
特
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
板
碑
と
し
て
、
若
宮
羽
黒
堂
の

正
應
二
年
銘
で
、
造
立
者

「藤
原
高
泰
」
と
記
し
た
板

碑
が
あ
る
。
同
板
碑
は
、
近
年
裏
山
よ
り
す
べ
り
落
ち

て
き
た
と
の
こ
と
で
、
他
の
地
域
か
ら
の
移
動
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
。
造
立
者
た
る

「高
泰
」
は
、
藤
原
姓
を

名
乗

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
下
級
武
士
と
は
考
え
に
く
い
。

鎌
倉
時
代
後
期
に
当
地
方
と
関
連
の
あ

っ
た
豪
族
、
並

び
に
近
隣
に
在
し
た
豪
族
を
調
べ
て
み
る
と
、
八
幡
庄

の
人
幡
氏
、
北
条
氏
、
松
島
の
相
馬
氏
、
永
仁
二
年
家

政
よ
り
岩
切
村
を
譲
り
受
け
た
大
江
氏
と
全
て
平
氏
の

出
で
、
藤
原
姓
を
名
の
る
の
は
当
地
に
あ

っ
て
留
守
氏

を
お
い
て
他
に
な
い
。
し
か
し
、

「高
泰
」
と
い
う
名

は
、
留
守
系
図
中
に
は
現
れ
て
こ
な
い
。
多
賀
国
府

に
あ

っ
て
執
務
者
の
中
に
藤
原
姓
を
名
の
る
も
の
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
推
測
の
域
を
出
ず
、
刻
文
中

「奉
為
慈
父
」
の

一
般
的
な
板
碑
に
は
な
い
特
殊
用
語

を
考
え
合
せ
、
留
守

一
族
に
よ
る
造
立
と
す
る
の
が
妥

当
と
考
え
る
。
地
蔵
堂
板
碑
群
中
、
永
仁
二
年
の
板
碑

に
も
六
人
の
実
名
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
氏
姓
は
明
ら

か
で
な
い
。
刻
文
中
の

「又
二
郎
」
と
類
似
す
る
名
は

留
守
家
明
の
弟
に

「又
三
郎
」
が
あ
る
と
と
も
に
、
留

守
分
限
帳
に
は
、
家
臣
と
し
て
鎌
田
又
二
郎
や
同
又
六

郎
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
氏
名
だ
け
で
身
分
を
明
示

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で

「藤
原
高

泰
」
の
名
を
記
し
た
板
碑
は
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。



第
２
表
　
東
光
寺
板
碑
群

一
覧

9 7 6 5 4 2 1 番 号

武 孔 と
元
應
元
年
十
二
月

日

□

□

四
十
二
人

盈

建
武
二
年
画
十
月
十
七
日

右
志
者

ｏｏ
つ

鶴
編
致

五
月
十

九
日

一孔

正
安
一
一年
十
月

盆 ・く 孔
碑

面

刻

文

内

容

砂 岩 河原石 安山岩 安山岩 安山岩 安山岩 砂 岩 砂 岩 安山岩 石 材

地135 地105 lt82 舅と120 引色91 引L63 一局

幅

43 9 厚

16.5 種子縦

種子横

1.0 彫り幅

彫り深
洞

ノ
ロ
よ
り
移
動

洞

ノ
ロ
よ
り
移
動

Ｄ
よ
り
移
動

Ｄ
よ
り
移
動

Ｄ
よ
り
移
動

Ｅ
よ
り
移
動

Ｅ
よ
り
移
動

顆 ・く 重 ■ 恥 莞 く
（横
２
本

・
縦
７
本
の
枠
線
有
）

孔 芽Ц時中櫛【赫甥叫嘉暦二年吋六月蜘

華
巖
如
来
成
正
覚
時
於
其

剰
蝸
身
中
普
見

一
切
衆
生
成
正

嘉
暦
弐
年
ド
四
月

口口
敬
白

粘板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 階板岩 粘板岩 粘板岩 砂岩

虫と273 地216

20.5

6 6 4

7 8 9

6 7 6

1.2

0.2 1.5

左
欠
損



↓
К ■ 盆

乾
≡
喬

右
志
者
相
当
聖
霊
オ
三
年
之
忌
辰

嘉
牡

　

正
應
四
年
辛
卯
二
月
九
日
施
主
敬
白

造
立
之
至
法
界
衆
生
平
等
利
益
也

）く

右
志
者
為

過
去
聖
霊

剰
【
瓦
縣
硼
酢

往
生
極
楽

證
大
葬
也

孔 盆 $ 刊
土

（横
２
本

。
縦
４
本
の
枠
線
有
）

孔

奏山岩 安山岩 安山岩 粘板岩 砂 岩 砂岩 佑板岩 粘板岩 駐 締 勢 粘板岩 階板岩

地 110

26.5

9 11 24 2.2

8 7 8

7 4 8

5

0.2

孔 和
本
弘
安
九
年
　
悧
劇

日
　
帥

↓更
南無阿弥鎚

・К 査 正 襲
報

建
武
元
年
岬
六
月

夫
以
慈
父
幽
儀
趣
黄
泉

還
口
以
来
相
営
鳥
え
十
旬
過

憂
提
破
三
有
□
庭
嶋
呼
悲

乱

ｙ

蓄

暑

鶉

識

概

曇

没

胡
鶉
噂
報
箋埒白

野

安山岩 粘板岩 粘板岩 安山岩 佑板岩 佑板岩 砂岩 安山岩 砂岩 安山岩

引也162 〕と132

2.5

9 6

2.5 2.5 2 1

0.2

Ａ
よ
り
移
動

Ｂ
よ
り
移
動

Ｂ
よ
り
移
動

上
部
欠
損

追
刻
有



砲 盆 亜 n ＜

重

°
dC 孔

右
志
者
為
過
去
尊
霊
往
生

盆

　

弘
安
一年

継
七
旦

曾

敬
白

極
楽
法
界
衆
生
平
等
利
益
也

諸
念
仏
衆
生

衆
生
不
念
佛

孔

　

正
應
二
年
三
月
二
日

父
母
還
念
子

子
不
念
父
母

武

階板岩 佑板岩 階板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 砂岩 砂 岩 安山岩 粘板岩

47 地134 引と27 地100 地80

2 6

7 9
上
３８

下
４０

17 7

1.0

0.7 0.3 04104

断
碑

・く 象 諸
行
無
常
是
生
減
法

）
く

　
　
徳
治
二
年
輝
三
月
十
四
日

生
減
日
己
寂
滅
為
楽

〔
赳

正
應
六
年
二
鞘

一 正
日

盆 醍

賀
世
住
人

一剰
一
永
仁
元
年
十
二
月
十
二
日

尼
念
性
□

盆 孔

=

粘板岩 粘板岩 砂 岩 砂岩 砂岩 安山岩 砂 岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩 粘板岩

引也90 〕と96 地61 地148

41

7 3

6 8

5,5 3.5

断
碑

断
碑

断
碑

断
稗



エ‐
方
佛

土
中

唯
有

一
乗
法

孔

大
才

嘉

元

一
一年

一
‐
一
月
汁

日

無

二
亦
無

三

　

　

　

甲
辰

除
佛

方
便
説

貫 余
４
正
和
六
年
Ы
二
月
廿
三
日

・く

安山岩 粘板岩 安山岩 粘板岩

夕と83 地 121 〕と227

7

4

1.0

05

Ｅ
か
ら
移
動

Ｅ
か
ら
移
動

Ｅ
か
ら
移
動

第
３
表
　
東
光
寺
板
碑
群
中
未
確
認
（不
明
）
の
有
紀
年
板
碑

3 2 1 番号

ｎ
４
浦
鶴
結
鶴
叫
抑
弐
月
汁
日
孵
増

右
志
者
為
過
去

永

仁

四

年

岬
十

一
月

八

日

往
生
極
楽
故
也

右
志
者
為
□
尊
霊

）π
ヽ
正
應
六
年
五
月

盆

三
月

建
治
四
年

十
八
日

亥」

又

内

容

粘板岩 安山岩 粘板岩 砂 岩 石 材

4尺2寸 3尺 2尺 大きさ

9 8 7 5

・π
＼
慶
長
元
年

孔
徳
治

證
著
提

界
衆

「

ム

乾

元

二
年

醸
六

月

十

八

日

孵
睛

「
ぺ
乾
元
二
年
二
月
六
日

右
志
者
為
相
当
慈
父

一
百
箇
日
之
忌
辰

法
曼
茶
羅
正
安

二
年
二
月
十
四
日

出
離
生
死
證
大

菩
提
平
等
利
益
也

πヽ
浦齢鶴鶴
二月揺唖
番

安
山
岩

砂 岩 砂岩 少岩 安山岩 砂 岩

4尺

右
志
者
為
相
営
過
去

慈
父
幽
霊
□

□

剰
４
正
安
二
年
十

一
月

忌
辰
衆
生
往
生

法
界
極
楽
故
也

孔
学
く

延
文
五
年
九
月
十
四
日

盆

安山岩 粘板岩 粘板岩 砂岩

3

9

6

1.0

0.5

上
部
欠
損

Ｆ
か
ら
移
動

Ｃ
か
ら
移
動

11

元
弘
元

日
晨
朝

入
諸
定

諸
地
獄
令
離
苦

元
徳

二
年

額
七
月
九

日

所
佛

世
界
度
衆

生

後

世
能
引
導

孝
子
軸

奏
皆我 普願
其等 及以
成興 於此
佛衆 一功
道生 切徳

孝

子

嘉

暦

二
年

十

月

　

日

敬
白

元
應
元
年
歎
紺
月

学宝

正
和
四
年

学孔

正
和
四
年

月

「
ぺ
正
和
二
　
十
月
十
五
日

粘

板

岩
粘板宕 安山岩

安
山
岩

砂

岩

安
山
岩

安
山
岩

2尺8寸
尺

寸
尺
寸

尺
寸



第
４
表
　
調
査
範
囲
区
の
板
碑

一
覧

2 2 2 所在地

2 1 番 号

右
志
者
為
亡
親

鞠韓【潔半掏幹［却『抑日

平
等
利
益
故
也

右
志
者
為

日
日
日
日
日
四

剰
本
永
仁
二
年
曝
望
二
月
十
二
日
孵
鮮

日
日
日
日
日
日
日
日
日
口

右
志
者
為
過
去
面
々

幽
霊
往
生
極
楽
法

界
衆
生
平
等
利
益
也

武
謎
野
に瑚
山ぱ

小
二
郎

本

□

二
郎

二
郎

□
□
敬
白

亥J

又

内

容

安山岩 安山岩 安山岩 石  材

地50 〕と90

幅

厚

9 種子縦

8 種子横

1 5 彫 り幅

1.2 彫 り深

上
部
欠
損

6 5 3 2 2 2

7 6 5 4

右
為
講
衆
廿
二
人
亡
霊
也

ｎ
４
元
應
二
年

鹸
柑
四
月
十
四
日

帥

乃
至
自
己
法
界
平
等
利
益
故
也

右
為
慈
父
覚
霊

ガ
尊

正
安
二
年

よ
銃
八
月
時
正

日
日
日
日
日
□

且 盆 孔 武 孔組
□
□

”
つ

右
志
者
過
去
慈
父
幽
霊

え―．製

嘉
元
四
年
碑

午〓
才

一月
十
五
日

孵
睛

口
回

往
生
極
楽
也

安山岩 砂 岩 安山岩 砂岩 安山岩 安山岩 粘板岩 安山岩 安山岩

桝と115 封と204 地115 〕と99 女L84 舅と40 地112 夕と47

種
子

17 を
後

4 9 4
世
に 5

1.ユ
成
打 0,7 02

左
欠
損



9 7 6 6

蒜
辻

［日
国
元
應
元
年
六
月
廿
五
日

〔
赳
建
武
二
年
二
月
十
七
日

九二陣騨陣障哨」日三蜘

①
学■

別
時

面
々
各
々

祖
父
祖
母

慈
父
悲
母

己
上
十
人

悲
母
日
日
□

嘉
暦
二
年
殊
叫
九
月

臥
　
　
敬

平
等
利
益
　
　
白

往
生
極
楽
也

三
十
五
人

砂岩 安山岩 安山岩 粘板岩 砂岩 砂岩 砂 岩

夕と135 封と75 コ也95 地138

1.0

不

明

不

明

上
部
欠
損

上
部
欠
損

9

右
志
者
奉
為
過
去

慈
父
幽
儀
往
生

盆

悪

一
一蜘
輔

華

酔

信
心
孝
子
藤
原
高
泰敬

白

和
４
弘
安
十
年
二
月
十
日

一К

正
應
二
年
二
月
時
Ｉ
力
六

剰
ぺ

正
和
六
年
二
月
　
日
帥

嘉
暦
三
年

ａ
Ⅶ　
雌
七
月

十
二
日
央

孔 ①

安山岩 砂 岩 粘板岩 砂岩 凝灰岩 安山岩 砂岩

地46 引と67 引と133

7

3 6 5 2.2

0,4

不

明



11 11

“
ヽ
弘
安
八
年
二
月
十
六
日

宝 柩
一
弘
安
八
年
八
月
十
六
日

て 孔

砂岩 砂 岩 安山岩 砂 岩 砂 岩

地152 夕と144 封と76

7 7

05

上
部
欠
損

上
部
欠
損

第
４
表
２
　
参
考
資
料
　
利
府
町
並
び
に
新
田
の
板
碑

襲
ｏ
（
利
府

町
神
谷
沢

）

延
慶
征
餅

二

月

廿

七

日

孔

ｏ
（
利
府

町
産

野
原
小
安
観
音

）

乾

元

二
年

二
月
六
日

玉
ｏ
（
利
府

町
岩
薬
師

）

正
應

二
年

記
十

一
月
廿

隊

五
ｏ
（
利
府

町
産

野
原
新

田
）

漏
命
本
覚

心
法
身

常
住

妙
法
心
遵
魯

本
来

具
足
三
心
徳

三
十
七
尊
住

心
城

弘
安
五
年
任

九

月

二

　

　

敬

臼

弐
ｏ
（
多
賀
城
市
南
宮
慈
雲
寺

）

四
十

八
日
　
別
時
衆

永

仁

二

年

叩

八

月

　

一
彼

辞

三

十

五

人

　

敬

白

盆

ｏ
（多
賀
城
市
新

田
安
楽
寺
跡

）

正
應

三
年

顛

八
月
十

脱

盆
ｏ
（多
賀
城
市
新

田
安
楽
寺
跡

）

光

明
遍
照
　
　
　
己
上
講
衆

針
熾
糊
聟
正
應

三
年

二
月

鰍
卦

撮
取
不
捨
　
　
　
四
十

二
人
敬
白

弐
ｏ
（
利
府
町
菅
谷
不
動
祠

）

文
保

二
鹸
織
年
十

一
月
廿
八
日

孵
齢

右
志
者
相
営
過
去
悲
母
妙

貞
和
五
年
献
銑
十
月

忌
辰
幽
儀
證
大
非
至
法

5Lt
一Ｈ 5・l

粘板岩 安山岩 安山岩 安山岩

〕と59 女L73 夕と50

4 2.5

0.2

盆
ｏ
（
多

賀

城

市

後

新

田

）

文

保

，元

献
醗
八

月

四

日

孵
暗

武
ｏ

（
多

賀

城

市

後

新

田

）

四

十

八

日

正

和

元

年

八

月

十

九

日

論

帥

締

縁

八

人

敬

白

Q
Ｏ
（
多
賀
城
市
新

日
安
楽
寺

跡

）

正
和
元
年

を

六
月
十
九

日

■
ｏ
（
多
賀

城
市
新

田
安
楽
寺

跡

）

延
慶

三
年

八
月
廿
六
日

盈
ｏ
（多
賀
城
市
新

田
安
楽
寺

跡

）

永
仁

六
年

八
月

撒
俳
番



第
５
表
　
東
光
寺
と
そ
の
周
辺
の
板
碑
年
表

17 9 5 4 3 2 1 番号

乱 孔 盆 ）更 猛 叉 猛 盆 且 爺 一孔 盆 ）ｑ 武 R 孔 孔 盆 ）く 盆
種

子

永
仁
二
年
二
月
十
二
日

永
仁
二
年
二
月
彼
岸

永
仁
元
年
十
二
月
十
二
日

正
應
六
年
時
正
第

一

正
應
六
年
五
月

正
應
四
年
二
月
九
日

正
應
四
年
二
月
時
正

正
應
四
年

正
應
三
年
八
月
十
九
日

正
應
三
年
三
月
二
日

正
應
三
年
二
月
彼
岸
第
二

正
應
二
年
十

一
月
廿
六
日

正
應
二
年
二
月
十
四
日

正
應
二
年
二
月
時
正
第
六

弘
安
十
年
二
月
十
日

弘
安
十
年
二
月
時
正
第

一

弘
安
九
年
四
月
廿
五
日

弘
安
八
年
八
月
十
六
日

弘
安
八
年
二
月
十
六
日

弘
安
六
年
七
月
六
日

弘
安
五
年
九
月
三
日

建
治
四
年
二
月
十
八
日

年

　

　

月

　

　

日

1293 1293 1290 1289 1289 1287 1286 1285 1282 1278 西暦

岩
切
地
蔵
堂

ク
　

　

（
不
明
）

// //

岩
切
東
光
寺

多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡

岩
切
東
光
寺

多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡

利
府
町
薬
師
南

若
宮
羽
黒
前
６５

若
宮
羽
黒
前
２

若
宮
羽
黒
前
６５

岩
切
東
光
寺

岩
切
東
光
寺

若
宮
羽
黒
前
２

若
宮
羽
黒
前
７０

岩
切
東
光
寺

利
府
町
菅
谷

岩
切
東
光
寺

（不
明
）

所
　
　
在
　
　
地

2 2 1 1 1 1 1 1 1 l 1 l 1
番号

最学孔 孔 哲 ）К 癸 款孔 員 孔 武 乱 盆 瓦 訊 ■

法
曼
荼

羅

削
弥
陀

心

九
曼
奈

羅
《 盆 Q 贄

應
長
元
年
十

一
月
二
日

延
慶
一

延
慶
一

徳
治
一

徳
治
一

徳
治

徳
治

嘉
元
四
年
二
月
十
五
日

一最
一死
一

一暴

一死

一

乾
元
一

乾
元
一

乾
元
一

正
安
四
年
八
月
時
正

正
安
二
年
十

一
月
　
日

正
安
二
年
十
月
十
七
日

正
安
二
年
二
月
十
四
日

永
仁
七
年
三
月
　
日

永
仁
七
年
二
月
時
正
第
四
番

永
仁
六
年
十
弐
月
汁
日

永
仁
六
年
八
月
彼
岸
第
七
番

永
仁
四
年
十

一
月
八
日

永
仁
二
年
八
月
彼
岸

一
番

年
人
月
廿
六
日

年
二
月
廿
七
日

年
五
月
十
九
日

年
二
月
十
四
日

年
十

一
月
汁
日

年
二
月
二
日

年
三
月
六
日

年
三
月
六
日

年
二
月
五
日

1307 1303 1298 1298 1294

岩
切
東
光
寺

多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡

利
府
町
神
谷
沢

岩
切
東
光
寺

岩
切
東
光
寺
入
ロ
ノ
東
隣
（不
明
）

岩
切
地
蔵
堂

岩
切
東
光
寺

利
府
町
菅
谷
子
安
観
音

″
　

　

（不
明
）

岩
切
東
光
寺

岩
切
三
所
囲

岩
切
東
光
寺

（不
明
）

岩
切
地
蔵
堂

ク
　

　

（不
明
）

岩
切
東
光
寺

（不
明
）

多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡

岩
切
東
光
寺

（不
明
）

多
賀
城
市
南
宮
慈
雲
寺

1 1 1 2 1 ユ 1 1 1 l 1 1 1 1



64

五 盆 盆 英 ）
К 孔 a 3・t 盆 こ 訊 盆 盆 貫

一く 乳 武 醍 命
一く

延
文
五
年
九
月
十
四
日

貞
和
五
年
十
月

建
武
四
年
二
月
十
七
日

建
武
元
年
六
月

元
弘
元
年

元
徳
二
年
七
月
九
日

嘉
暦
三
年
七
月
　
日

嘉
暦
二
年
十
月
　
日

嘉
暦
二
年
九
月
八
日

嘉
暦
二
年
六
月
　
日

嘉
暦
弐
年
四
月
　
日

元
應
二
年
四
月
十
四
日

元
應
元
年
　
月

元
應
元
年
十
二
月
　
日

元
應
元
年
七
月
十
七
日

元
應
元
年
六
月
十
五
日

文
保
二
年
十

一
月
廿
八
日

文
保
元
年
八
月
四
日

正
和
六
年
二
月
廿
三
日

正
和
六
年
二
月
　
日

正
和
四
年

正
和
四
年
　
月

正
和
二
年
十
月
十
五
日

正
和
元
年
八
月
十
九
日

正
和
元
年
六
月
廿
九
日

應
長
元
年

1327 1327 1320

岩
切
東
光
寺

東
北
大
資
料
室
（元
若
宮
）

洞
ノ
ロ
北
華
堂

岩
切
東
光
寺
　
　
　
　
（不
明
）

若
宮
羽
黒
前
２

岩
切
東
光
寺
　
　
　
　
（不
明
）

洞
ノ
ロ
ー０３

岩
切
東
光
寺

洞
ノ
ロ
ー０３

岩
切
東
光
寺
　
　
　
　
（不
明
）

洞
ノ
ロ
北
華
堂

多
賀
城
市
後
新
田

若
宮
馬
頭
観
音
（不
明
）

利
府
町
菅
谷
不
動
堂

多
賀
城
市
後
新
田

岩
切
東
光
寺

若
宮
羽
黒
前
２

岩
切
東
光
寺
入
ロ
ノ
東
隣
（不
明
）

ク
　

　

　

　

　

（不
明
）

岩
切
東
光
寺
　
　
　
　
（不
明
）

多
賀
城
市
後
新
田

多
賀
城
市
新
田
安
楽
寺
跡

岩
切
東
光
寺
　
　
　
　
（不
明
）

1 1 ユ 1 1 6 1 ユ 6 1 9 1 1 l 1

若宮地区

“““ 洞 ノロ地区
利府地区
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二
全

〓
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）
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〓
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）

一二三四

建
武

一
ズ

ご
≡
二
五
）

六七八

正
應
三
（

永
仁
三
（

正
安

二
（

一黒
一万
〓
末

廷
舞
三
（

群肺　一服一

堂
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一
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一
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一　
一　
　
骸
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永
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三
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ご
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）

第 6表 東光寺とその周辺の板碑造立年代分布



七

ま

と

め

東
光
寺
板
碑
群
と
そ
の
周
辺
の
板
碑
等
の
特
色
を
整

理
し
、
東
光
寺
板
碑
群
の
性
格
、
東
光
寺
の
成
立
時
期

と
そ
の
造
立
者
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

は
じ
め
に
、
東
光
寺
板
碑
群
の
特
色
を
整
理
す
る
と

次
の
九
項
目
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
板
碑
の
数
は
有
紀
年
板
碑
、

無
紀
年
板
碑
を
含
め

一
一
八
基
に
及
ぶ
。
近
隣
地
区

で
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
板
碑
群
は
松
島
町
雄
島
板
碑
群
、

名
取
市
大
門
板
碑
群
を
置
い
て
他
に
例
が
な
い
。

２
　
板
碑
の
造
立
位
置
は
、
境
内
三
方
を
囲
む
丘
陵
部

分
の
う
ち
、
西
側
と
北
側
の
丘
陵
の
境
内
に
面
し
た

地
点
に
帯
状
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
墓

地
と
な

っ
て
い
る
東
部
丘
陵
に
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、地
形
的
に
み
て
板
碑
を
立
て
た
可
能
性
は
高
い
。

３
　
板
碑
の
造
立
年
代
は
、
建
治
四
年
か
ら
延
文
五
年

ま
で
の
約
八
〇
年
間
だ
が
、
弘
安
六
年
か
ら
元
應
元

年
ま
で
の
三
七
年
間
と
嘉
暦
二
年
か
ら
元
弘
元
年
ま

で
の
四
年
間
の
二
期
に
集
中
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代

末
期
の
板
碑
群
で
あ
る
。

４
　
境
内
北
側
丘
陵
の
中
央
部
分
に
は
東
光
寺
板
碑
群

中
古
手
の
板
稗
が
集
ま
り
、
境
内
西
側
丘
陵
南
端
部

の
土
塁
に
囲
ま
れ
た

一
群
に
は
最
も
新
し
い
板
碑
が

集
中
す
る
。
時
期
的
に
造
立
位
置
を
か
え
て
い
っ
た

可
能
性
が
強
い
。

５
　
石
材
は
、
粘
板
岩

・
砂
岩

・
安
山
岩
の
三
種
類
で
、

使
用
に
あ
た

っ
て
の
時
期
的
な
差
は
な
い
。
い
ず
れ

も
他
地
域
か
ら
の
運
搬
を
要
し
た
も
の
で
、
特
に
、

粘
板
岩
は
稲
井
石
と
呼
ば
れ
る
石
巻
市
稲
井
地
方
の

石
材
で
あ
る
。

６
　
大
き
さ
は
、
有
紀
年
板
稗
の
場
合
、　
一
ｍ
程
度
の

小
型
の
も
の
が
多
く
、
形
状

・
碑
面
の
加
工
に
つ
い

て
も
、　
一
部
丁
寧
な
加
工
を
施
し
て
い
る
も
の
も
み

ら
れ
る
が
、
全
体
的
に
は
剣
離
面
を
そ
の
ま
ま
残
し

た
も
の
や
、
研
磨
し
た
だ
け
の
簡
単
な
板
碑
が
多

い
。

７
　
有
紀
年
板
碑
の
使
用
種
子
の
構
成
、
掲
頌
、
真
言

等
か
ら
密
教
的
な
色
彩
が
極
め
て
濃
い
。
願
文
等
か

ら
造
立
者
を
明
示
で
き
な
い
が
、
願
文
の
あ
る
も
の

は
全
て
追
菩
供
養
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

８
　
使
用
種
子
は
、
有
紀
年
板
碑
の
場
合
孔
二
孔
が
全

体
の
四
割
を
占
め
、
次
に
盆
ユ
く
が
多
く
、
武
ユ
孔
・

盈

二
К
の
四
種
で
全
体
の
人
割
を
占
め
る
。
無
紀
年

の
場
合
使
用
種
子
は
十
二
種
類
で
特
に
多
く
使
わ

れ
た
も
の
は
な
い
。

９
　
無
紀
年
板
碑
は
特
に
西
側
丘
陵
南
端
部
の
土
塁

に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
に
集
中
し
て
い
る
。
出
土

状
況
か
ら
推
察
し
て
、
こ
の
区
域
の
中
心
板
碑
で
あ

る
嘉
暦
二
年
の
板
碑
造
立
時
か
、
そ
れ
以
降
の
あ
ま

り
経
過
し
な
い
時
期
に
造
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。

次
に
、
東
光
寺
周
辺
の
板
碑
に
つ
い
て
ま
と
め
る

と
次
の
六
項
目
に
な
る
。

田
　
こ
の
地
域
の
板
碑
の
分
布
は
、
南
北
に
延
び
る
丘

陵
麓
に
分
布
す
る
地
蔵
堂
地
区
、
若
宮
地
区
、
利

府
地
区
の
板
碑
群
と
、
自
然
堤
防
上
に
分
布
す
る
洞

ノ
ロ
地
区
、
新
田
地
区
の
板
碑
群
の
二
種
に
分
け
ら

れ
る
。
東
光
寺
よ
り
以
西
の
地
区
に
は
板
稗
の
存
在

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
平
野
部
に
散
在
す
る

板
碑
の
多
く
は
、
後
世
に
移
動
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

②
　
造
立
期
間
は
、
若
宮
地
区
、
利
府
地
区
、
新
田
地

区
共
に
東
光
寺
板
碑
群
の
造
立
期
間
と
お
お
む
ね
合

致
し
、
特
に
若
宮
地
区
は
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
ま
た
、

地
蔵
堂
地
区
、
洞
ノ
ロ
地
区
は
造
立
期
間
が
短
く
、

特
に
洞
ノ
ロ
地
区
は
、
他
地
区
の
造
立
が
ほ
ぼ
終
了

し
て
か
ら
造
立
さ
れ
て
い
る
。

０
　
石
材
は
、
安
山
岩
、
砂
岩
、
粘
板
岩
を
使
用
し
て

い
る
が
、
粘
板
岩
の
使
用
は
地
蔵
堂
地
区
、
若
宮
地

区
に
限
ら
れ
て
お
り
、
大
型
の
石
材
は
使
用
し
て
い

な
い
。
加
工
方
法
等
は
東
光
寺
板
稗
群
の
も
の
と
類

似
す
る
。

い
　
使
用
種
子
は
、
孔
、
・煮
、
盆
の
三
種
で
東
光
寺
板

碑
群
と
お
お
む
ね

一
致
す
る
。
た
だ
し
、
新
田
地
区

で
は
盆
が
多
く
一ζ
と
使
用
し
た
板
碑
は
認
め
ら
れ
な

い
。
願
文
施
刻
方
法
は
極
め
て
簡
単
な
も
の
が
多
く
、

東
光
寺
板
碑
群
の
も
の
と
類
似
す
る
。

働
　
洞
ノ
ロ
地
区
、
新
田
地
区
の
板
碑
の
中
に
講
衆
供

養
、
逆
修
供
養
に
よ
る
も
の
が
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
地
域
に
お
い
て
追
善
供
養
に
よ
る
板
碑
と
明
示

で
き
る
も
の
は
な
い
。

０
　
若
宮
地
区
か
ら
留
守

一
族

（在
庁
官
人
の
可
能
性

も
あ
る
）
と
考
え
ら
れ
る

「藤
原
高
泰
」
の
名
の
入

っ
た
板
稗
を
確
認
し
た
。

以
上
が
東
光
寺
板
碑
群
と
そ
の
周
辺
の
板
碑
の
概
要
で



あ

る

。
東
光
寺
境
内
に
は
、
板
碑
の
他
、
石
窟
、
玉
石
の
集

石
、
円
形
の
盛
土
等
が
あ
り
、
板
碑
の
造
立
位
置
と
ほ

ぼ
同
じ
地
点
で
確
認
し
て
い
る
。
発
掘
調
査
を
実
施
し

て
い
な
い
為
、
時
代
的
な
立
証
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ

ら
を
も
合
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

東
光
寺
に
所
在
す
る
石
窟
は
、
三
か
所
に
数
基
ず

つ

分
布
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
形
状
を
異
に
し
て
い
る
が

石
窟
壁
面
に
残
る
彫
刻
痕
や
床
面
の
つ
く
り
、
開
閉
施

設
の
設
置
、
奥
壁
の
彫
像
等
か
ら
、
鎌
倉
地
方
に
特
有

の
墳
墓
で
あ
る
と
さ
れ
る

「や
ぐ
ら
」
に
酷
似
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
近
隣
の
利
府
町
菅
谷
や
松
島

町
雄
島
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
確
認
地
点
は
限
ら
れ

る
が
、
東
光
寺
だ
け
の
特
異
な
も
の
で
は
な
い
。

さ
ら
に
、
小
規
模
で
は
あ
る
が
、
玉
石
の
集
石
と
直

径
二

・
五

ｍ
程
の
平
面
が
円
形
を
し
た
盛
土
の
部
分

が
隣
戦
托
て
北
側
丘
陵
に
認

注め
Ъ
れ
る
。
フ」う
し
た
例

は
、
静
岡
県

一
の
谷
遺
跡
や
石
川
県
丹
治
山
福
永
寺
遺

跡
で
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
、集
石
墓
、
墳
丘

墓
と
し
て
中
世
墳
墓
遺
構
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、東
光
寺
の
集
石
・盛
土
の
部
分
が
中
世
墳
墓
と

な
る
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。
西
側
丘
陵
南
端
部
の
土

塁
で
囲
ま
れ
た

一
郭
に
土
竣
墓
が
二
か
所
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

（東
光
寺
板
碑
群
の
性
格
〉

東
光
寺
板
碑
群
の
中
で
、
願
文
が
記
さ
れ
た
板
碑
は
、

全
て
追
善
供
養
に
よ
る
造
立
で
あ

っ
た
こ
と
は
先
に
述

べ
た
が
、
そ
れ
ら
に
、
集
石
、
盛
土
、
石
窟
の
這
構
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
中
世
に
お
け
る
東
光
寺
本
堂
を
囲

む
周
辺
の
丘
陵
は
、
墓
地
と
そ
れ
に
伴
う
供
養
所
的
な

性
格
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
に
は
、
石
窟

・
集
石

・
盛
土
遺
構
の
成
立
年
代
を
立

証
す
る
作
業
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
盛
土
に

伴
う
弘
安
六
年
銘
板
碑

（
配
４４
）
集
石
部
分
に
伴
う
弘

安
九
年
銘
板
碑

（
配
４０
）
の
存
在
や
配
４７
の
石
窟
内
に

立
て
た
板
碑
等
は
年
代
判
定
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与

え
る
も
の
に
な
る
と
考
え
る
。

板
碑

・
集
石

・
盛
土

・
石
窟
全
て
、
本
堂
周
囲
の
丘

陵
上
に
帯
状
に
位
置
す
る
こ
と
は
再
々
述
べ
て
き
た
が
、

そ
の
配
置
は

「称
名
寺
絵
図
並
結
界
記
」

（第
７
図
）
に
記
さ
れ
た
構
造
と
よ
く

に
て
い
る
。
称
名
寺
立
地
の
地
形
は
東

光
寺
と
同
じ
く
、
南
面
を
開
き
他
三
方

が
山
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
称
名
寺
絵
図

中
に
は
板
碑
こ
そ
み
ら
れ
な
い
が
、
朱

線
で
囲
ま
れ
た
結
界
外
に
は
善
光
寺
殿

廟

・
北
条
貞
時
廟
や
五
輪
塔
等
の
墳
墓

群
が
み
ら
れ
、
朱
線
内
に
は
全
く
み
ら

れ
な
い
。
密
教
に
お
い
て
は
、
修
行
道

場
に
魔
障
の
侵
入
を
防
ぎ
、
善
者
の
み

を
住
ま
わ
せ
る
た
め
に

一
定
の
境
域

（浄
域
）
を
限

っ
て
壁
除
結
護
す
る
こ

と
を
結
界
と
い
い
、
結
界
内
に
お
い
て

は
忌
み
嫌
わ
れ
る
墓
地
の
造
成
や
供
養

塔
婆
の
造
立
を
行
う
こ
と
は
し
な
い
。

東
光
寺
は
称
名
寺
と
比
べ
小
規
模
で

あ
る
が
、
東
光
寺
境
内
背
後
に
み
ら
れ
る
丘
陵
と
、
そ

こ
に
帯
状
に
見
ら
れ
る
板
碑

・
石
窟
等
の
配
置
は
、
中

世
東
光
寺
の
結
界
の
範
囲
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（東
光
寺
の
成
立
時
期
〉

東
光
寺
板
碑
群
の
中
で
、
最
古
の
建
治
四
年
銘
の
あ

嚇
廟
脚

（
‐ま
す
薄
騨
管
障
勘
織
噸

・ 確
聞
膀
町
≡
か
粥

一 最
蛉

年
遅
れ
て
造
立
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
仙
台

・
松
島

周
辺
で
は
文
水ヽ
十
年
に
造
立
を
開
始
し
て
お
り
、
こ
の

時
期
の
板
碑
造
立
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
建
治
四

年
銘
の
板
碑
も
初
期
造
立
期
の
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ

第 7図 称名寺絵図並結界記 (神奈川県立金沢文庫所蔵)



と
が
で
き
る
。
東
光
寺
板
碑
群
が
早
い
時
期
に
造
立
を

開
始
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
ち
早
く
板
碑
を
造
立

す
る
だ
け
の
宗
教
的

。
経
済
的
条
件
が
整
い
、
供
養
所

と
し
て
の
性
格
が
こ
の
地
域
に
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
意
味
す
る
Ю
こ
の
事
項
と
中
世
東
光
寺
境
内

が
結
界
を
意
図
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、東
光
寺
の
成
立
は
、結
界
に
基
づ
い
た
板
碑

造
立
開
始
以
前
か
、
そ
の
時
期
を
そ
れ
ほ
ど
下
ら
な
い

時
期
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
鎌
倉
建
長
寺
の
よ

う
に
墓
地
で
あ

っ
た
所
を
整
理
し
て
寺
院
を
形
成
し
た

例
も
あ
る
（墓
地
・供
養
所
の
成
立
以
降
に
寺
院
が
形
成

さ
れ
た
）が
、
東
光
寺
の
場
合
、板
碑
・石
窟
等
の
配
置
が

後
世
に
整
理
さ
れ
た
残
存
部
分
と
は
考
え
が
た
く
、
さ

ら
に
天
台
宗
で
あ

っ
た
中
世
東
光
寺
と
密
教
的
色
彩
を

残
す
板
碑
と
の
深
い
関
係
が
認
め
ら
れ
こ
そ
す
れ
、
整

理
さ
れ
た
結
果
が
現
配
置
状
況
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

（東
光
寺
板
碑
群
を
形
成
し
た
人
々
〉

そ
れ
で
は
、
東
光
寺
板
碑
群
の
板
碑
を
造
立
し
た
人

々
と
は
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
東
光
寺

の
個
々
の
板
碑
か
ら
は
全
く
解
明
で
き
な
か
っ
た
が
、

い
く
つ
か
の
手
掛
り
を
も
と
に
整
理
し
て
み
た
い
。

板
碑
造
立
者
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
人
々
が
こ
れ
ま

で
東
光
寺
を
余
目
留
守
氏
の
菩
提
寺
と
考
え
て
き
た
基

点
か
ら
出
発
し
再
整
理
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
東
光

寺
が
余
目
留
守
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
と
し
た
理
由
は
、

留
守
家
政
の
妹
比
丘
尼
性
喜
が
東
光
寺
殿
と
弥
せ
ら
れ

た
と
い
う
点
に
起
囚
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
資
料
の
出

典
は
江
戸
時
代
初
期
に
書
か
れ
た

「留
守
系
図
」
に
よ

る
も
の
で
代
々
書
き
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
な
い
こ
と

か
ら
、
資
料
と
し
て
使
用
す
る
に
は
吟
味
を
要
す
る
。

そ
の
点
を
留
意
し
て
も
、
留
守
氏
が
庇
護
し
た
天
台
宗

と
同
じ
く
、
中
世
東
光
寺
が
天
台
寺
院
で
あ
り
、
そ
こ

に
み
ら
れ
る
板
碑
に
密
教
的
色
彩
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

比
丘
尼
性
喜
の
生
存
時
期
と
東
光
寺
中
興
年
代
が
大
よ

そ
当
て
は
ま
る
こ
と
、
さ
ら
に
余
目
留
守
氏
が
所
領
し

た
地
域
の
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
比
丘
尼
性
喜
が
建

立
し
た
寺
で
あ
る
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
留

守
氏
と
結
び

つ
け
る
だ
け
の
要
素
も
多
分
に
兼
ね
備
え

て
い
る
よ

注ぅ
唯
感
じ
ら
れ
る
。
要
点
の
み
整
理
す
る
と
、

１
　

一
二
世
紀
末
か
ら

一
四
世
紀
の
初
め
頃
ま
で
の
寺

院
形
成
は
、
荘
園
領
主
に
よ
る
政
治
的
な
思
惑
に
よ

る
も
の
が
多
く
、
荘
園
内
に
仏
へ
の
信
仰
を
持
ち
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
領
主
と
在
地
と
の
宗
教
的
き
ず

な
で
結
び

つ
け
よ
う
と
し
た
。
余
目
留
守
氏
所
領
地

内
に
東
光
寺
は
位
置
し
て
い
る
。

２
　
板
碑
の
造
立
期
間
が
余
目
留
守
氏
盛
衰
と

一
致
す

る
。
た
だ
し
周
辺
の
板
稗
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
東
光

寺
板
碑
群
の
造
立
期
間
と

一
致
す
る
。

３
　
鎌
倉
・南
北
朝
時
代
の
鎌
倉
地
方
で
「や
ぐ
いう
」
に
埋

葬
さ
れ
た
の
は
、
武
士
や
僧
侶
等
の
特
別
な
階
層
の

人
々
で
あ

っ
た
。
東
光
寺
に
も

「や
ぐ
ら
」
と
酷
似

す
る
石
窟
を
確
認
し
て
い
る
。

４
　
板
碑
造
立
ま
で
の
過
程
に
は
、
法
要
等
に
多
額
の

費
用
を
必
要
と
し
た
こ
と
か
ら
、
３
と
同
じ
く
限
ら

れ
た
階
層
の
者
が
板
稗
を
造
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
２
～
４
は
留
守
氏
に
あ
え
て
限
定

す
る
要
因
に
は
な
ら
な
い
。
同
地
が
余
目
留
守
領
で
あ

る
と
同
時
に
府
中
で
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
在
庁
官

人
の
関
わ
り
も
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
東
光
寺
を

中
興
し
た
者
が
余
目
留
守
氏
ゆ
か
り
の
者
で
あ

っ
た
に

せ
よ
、
同
寺
を
余
目
留
守
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
と
し
て

一
族
の
墓
地

。
供
養
所
と
考
え
る
に
は
次
の
点
で
問
題

が
あ
る
。

硼
　
余
目
留
守
氏
は
岩
切
城
の
合
戦
に
際
し
観
応
二
年

に
没
落
し
、
そ
の
後
延
文
元
年
に
本
領
等
を
安
堵
さ

れ
た
が
八
幡
氏
の
押
領
が
続
き
、
実
際
に
延
文
六
年

に
本
領
を
回
復
し
て
い
る
。
東
光
寺
境
内
か
ら
他
氏

押
領
期
間
中
の
延
文
五
年
の
板
碑
が
確
認
さ
れ
た
。

②

「藤
原
高
泰
」
と
言
う
名
の
入

っ
た
板
碑
を
若
宮
羽

黒
前
で
確
認
し
た
。
藤
原
姓
＝
留
守
氏
と
考
え
る
と
、

東
光
寺
以
外
か
ら
留
守
氏

一
族
の
追
菩
供
養
の
板
碑

を
確
認
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
留
守

一
族
が
東
光
寺

を
専
用
の
供
養
所

（菩
提
寺
）
に
し
て
い
た
と
は
断

言
で
き
な
く
な
っ
た
。

０
　
松
島
町
雄
島
板
碑
群
と
比
較
し
て
造
立
年
代
や
造

立
規
模
・石
窟
の
存
在
等
類
似
点
も
多
い
が
、願
文
内

容
や
加
工
方
法
等
全
体
的
に
極
め
て
簡
素
な
造
り
で

あ

る

。

い
　
東
光
寺
が
所
在
す
る
中
世
の
岩
切
村
は
、
永
仁
二

年
家
政
の
妻
か
ら
家
政
の
孫
娘
大
江
氏
に
譲
渡
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
後
の
相
論
で
家
政
の
勝
訴
と
な
る
徳

治
元
年
ま
で
は
余
目
留
守
氏
の
所
領
で
は
な
い
。
余

目
留
守
氏
が
事
実
上
支
配
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、



か
り
に
東
光
寺
が
余
目
留
守
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
と

し
て
、
自
ら
、
菩
提
寺
の
活
動
に
影
響
し
か
ね
な
い

同
地
の
地
頭
職
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
に
は
疑
間
を

感
じ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
東
光
寺
板
碑
群
を
形
成
し
た
人
々
を

考
え
た
場
合
、
問
題
も
多
く
断
定
で
き
な
い
。
そ
れ
は

東
光
寺
と
余
目
留
守
氏
と
の
関
係
を
意
識
し
す
ぎ
た
た

め
に
問
題
を
複
雑
化
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
そ
こ

で
別
の
観
点
か
ら
推
察
す
る
資
料
と
し
て
稲
井
石
の
運

搬
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

東
光
寺
板
碑
群
中
か
ら
三
基
の
稲
井
石
を
確
認
し
た

が
、
い
ず
れ
も
年
代
は
異
な
り
集
中
し
て
い
な
い
。
量

的
な
点
か
ら
み
て
も

一
般
的
な
流
通
商
品
で
あ

っ
た
と

は
考
え
に
く
く
、
む
し
ろ
、
特
別
に
用
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
岩
切
村
に

は
弘
安
八
年
の
家
広
譲
状
に
示
さ
れ
た
、
河
原
宿
五
日

市
場
や
冠
屋
市
場
等
の
定
期
市
の
発
達
に
伴
い
、
冠
川

の
水
運
を
利
用
し
た
商
業
活
動
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
が
、
特
殊
な
物
産
の
運
搬
と
な
れ
ば

一
商
人
の

活
動
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
商
業
活
動
を
保
証
し
た
国

衡
の
力
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
東
光
寺
周
辺
の
板
碑
の
ま
と
め
１
の
中
で
、

分
布
す
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
の
べ
た
が
、

な
ぜ
こ
の
周
辺
の
地
域
だ
け
に
板
碑
を
集
中
し
て
造
立

し
た
か
を
考
え
る
と
、
単
に
東
光
寺
と
留
守
氏
と
の
関

係
で
は
な
く
、
中
世
社
会
の
地
域
機
能
と
し
て
墓
地

・

供
養
所
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

板
碑
の
造
立
は
、

「化
粧
坂
」
と
呼
ば
れ
る
切
り
通
し

を
境
と
し
て
、
そ
の
西
方
の
若
宮
、
東
光
寺
、
地
蔵
堂

に
最
も
多
く
分
布
し
、
全
て
追
善
供
養
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
墓
地
で
あ
る
「や
ぐ
ら
」
と
類
似
し
た
石
窟
も
数

多
く
認
め
ら
れ
る
。
化
粧
坂
の
東
方
に
は
洞
ノ
ロ
、
新

田
を
中
心
に
逆
修
を
意
図
し
た
結
衆
板
碑
が
多
く
、
西

励
御
股
部
機
鈍
御
哨
い

一 異
加
購
Γ
蠍
瑚
帥
嘘
細
醐
印
第

い
地
名
で
国
府
の
都
市
域
の
境
界
を
示
す
も
の
と
み
ら

れ
て
い
る
。
中
世
に
お
け
る
陸
奥
国
府
の
所
在
は
明
ら

か
で
は
な
い
が
、古
代
睦
奥
国
府
の
地
で
あ
る
多
賀
城
市

市
川
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
若
宮
の

化
粧
坂
は
市
川
の
西
方
三
ｋｍ
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
の

化
粧
坂
ま
で
を
都
市
域
＝
府
中
と
す
る
な
ら
ば
、
府
中

外
西
方
に
位
置
す
る
東
光
寺
と
若
宮
地
区
、
地
蔵
堂
の

板
碑
造
立
地
は
、
中
世
都
市
機
能
中
、
墓
域
に
特
定
し

た
場
所
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。　

　
　
　
　
注
７

仁
治
三
年
に
豊
後
守
大
友
氏
が
発
布
し
た

「新
成
敗

式
目
」
に
は
豊
後
府
中
で
墓
所
を
つ
く
る
こ
と
を

一
切

禁
止
し
た

一
条
が
あ
る
。

ｆ

、
府
中
墓
所
事

右
、　
一
切
不
可
有
、
若
有
違
飢
之
所
者
、
且
改
葬
之

由
被
仰
主
、
且
可
召
其
屋
地
央
」

他
条
文
中
に
は

「関
東
之
御
定
」
や

「守
関
東
新
制
」

が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
幕
府
法
令
に
な

ら

っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
世
陸
奥
国
府
の
都
市
形
成
に

お
い
て
、
豊
後
国
府
と
同
様
の
規
制
を
敷
い
た
可
能
性

は
高

い
。
〓
つ
し
た
中
世
都
市
と
墓
域
の
関
係
は
、

遠
江
国
府
と
そ
の
西
方
に
広
が
る

一
の
谷
墳
墓
群
で
立

証
さ
れ
て
お
り
、
墳
墓
群
は
都
市
域
の
境
界
を
示
す
地

名

「化
粧
坂
」
の
西
方
に
位
置
し
て
い
る
。

東
光
寺
と
そ
の
周
辺
の
地
域
を
国
府
の
墓
所

。
供
養

所
と
考
え
た
場
合
、
被
葬
者

・
被
供
養
者
に
は
在
庁
官

人
層
集
団
と
村
の
有
力
者
層
集
団
で
あ
る
余
目
留
守
氏

が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
板
碑
造
立
に
は
多
額
の
費

用
が
か
か
る
も
の
の
、
東
光
寺
と
そ
の
周
辺
の
板
稗
に

は
極
め
て
簡
素
な
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
考
え
、
下
級

在
庁
官
人
や
下
級
武
士
を
含
ん
だ
広
範
な
人
々
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（問
題
点
〉

東
光
寺
板
碑
群
と
最
も
近
接
し
た
大
規
模
な
板
碑
群

は
松
島
町
雄
島
板
碑
群
で
あ
る
。
ラ」
の
二
つ
は

一
方
が
、

陸
奥
国
府
西
方
に
位
置
し
、
も
う

一
方
が
陸
奥
国
府
北

東
に
位
置
す
る
。
こ
の
二
つ
の
板
碑
群
は
、
造
立
年
代

や
規
模
、
さ
ら
に
、
大
型
稲
井
石
製
板
碑
と
小
型
粘
板

岩
の
組
み
合
わ
せ
や
石
窟
の
存
在
等
類
似
性
も
高
い
が
、

彫
刻
方
法
や
願
文
内
容
等
は
、
雄
島
板
碑
群
の
板
碑
が

丁
寧
か
つ
豪
華
な
様
相
を
み
せ
て
い
る
の
に
対
し
、
東

光
寺
板
碑
群
の
板
碑
は
極
め
て
簡
素
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
板
碑
の
類
似
点
と
相
違
点
は
何
に
よ
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
、
再
吟
味
を
要
す
る
も
の
と
考
え
る
。

今
回
の
調
査
は
発
掘
を
伴
わ
な
い
悉
皆
調
査
を
求
め

た
が
、
東
光
寺
本
堂
礎
石

（板
碑
を
使
用
）
等
や
む
な

く
未
調
査
と
な

っ
た
部
分
も
あ

っ
た
。
今
後
の
調
査
に

よ
り
新
た
に
検
討
を
要
す
る
資
料
を
得
る
可
能
性
は
高

い
。東

光
寺
板
碑
群
の
調
査
を
開
始
し
て
か
ら
二
年
間
に



工
事
に
よ
っ
て
三
〇
％
の
板
碑
が
未
調
査
の
ま
ま
移
さ

れ
た
り
埋
め
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
特
に
墓
地
造
成
と

道
路
整
備
の
あ
お
り
を
受
け
、
造
立
位
置
を
保

っ
て
い

た
西
丘
陵
中
央
部
の
板
穂
群
は
土
ご
と
削
り
取
ら
れ
て

い
る
も
の
も
多
い
。
東
光
寺
板
碑
群
の
保
存
状
態
は
あ

ま
り
良
い
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
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追
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。
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第 8図 束光寺 (板碑群)の開発の現状
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